
主な内容
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2-3

・・・・・・・・・・ 4-5
・・・・・・・・ 6-7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8-9
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10-11

・・・・・・・・ 12-13
・・・・・・・・・・・・・ 14-15

・・・・・・・・・・・・・・・・ 16-17
・・・・・・・ 18-19
・・・ 20-25

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26

●100歳おめでとうございます
●デザインセミナー／情報館フェア ほか
●日本脳炎予防接種／総合防災訓練 ほか
●公民館まつり
●協働のまちづくり情報
●土地月間／コミュニティ助成事業 ほか
●ごったくデビュー／地産地消 ほか
●地域の風～支所からのたより～
●ときめきネットワーク／元気予報 ほか
●まちの話題TOPICS／お知らせ・ガイド
●ジュニア芸術祭 －孟地小学校－

　市内全中学校の1年生を対象に実施される和装教育事業。9月
21日㈫に松代中学校で初回の授業が行われました。講師に十日
町織物工業協同組合の職員を迎え、きものの歴史などを学びま
した。着付け体験では8人が挑戦。テレビ局の取材に照れながら
も初めて着る着物にうれしそうでした。（関連記事16ページ）

　市内全中学校の1年生を対象に実施される和装教育事業。9月
21日㈫に松代中学校で初回の授業が行われました。講師に十日
町織物工業協同組合の職員を迎え、きものの歴史などを学びま
した。着付け体験では8人が挑戦。テレビ局の取材に照れながら
も初めて着る着物にうれしそうでした。（関連記事16ページ）

市内全中学校の1年生を対象に実施される和装教育事業。9月市内全中学校の1年生を対象に実施される和装教育事業。9月市内全中学校の1年生を対象に実施される和装教育事業。9月市内全中学校の1年生を対象に実施される和装教育事業。9月

とおかまちのきものを学ぶとおかまちのきものを学ぶとおかまちのきものを学ぶ
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〈東〉 寿 〈西〉
名　　　前 生年月日 年齢 行政区名 名　　　前 生年月日 年齢 行政区名

髙 橋 　 き よ さん 明36年7月1日 107歳 川治上町２ 横綱 服 部 ミ サ ヲ さん 明38年7月27日 105歳 上山

林 　 　 ナ ミ さん 明38年9月7日 105歳 小泉１ 大関 小 林 　 イ ト さん 明39年11月19日 103歳 西本町２

上 原 　 ハ ナ さん 明39年12月10日 103歳 西浦町西 関脇 上 村 　 ノ イ さん 明40年1月20日 103歳 高原田

夏 井 　 ヨ シ さん 明40年2月9日 103歳 寿町２・３ 小結 野 上 い と ゑ さん 明40年2月18日 103歳 高島２

中 島 　 ム メ さん 明40年4月16日 103歳 上山 前頭１ 丸 山 　 ト ラ さん 明40年8月6日 103歳 幸町

武 田 　 サ キ さん 明40年8月16日 103歳 諏訪町 前頭２ 村 山 　 モ ト さん 明40年12月18日 102歳 本町６－１

仲 　 　 ケ フ さん 明41年1月2日 102歳 宮下町西 前頭３ 米持ハルイチ さん 明41年1月29日 102歳 春日町３

池 田 　 フ ジ さん 明41年2月1日 102歳 稲荷町１ 前頭４ 山 田 チ ヨ ノ さん 明41年5月18日 102歳 宮中

髙 橋 　 リ ヨ さん 明41年9月20日 102歳 宮中 前頭５ 大 井 　 正 司 さん 明41年12月13日 101歳 美咲町

丸 山 　 シ ヅ さん 明41年12月25日 101歳 中条八幡 前頭６ 由 良 　 春 次 さん 明42年3月13日 101歳 上新田３

志 賀 　 マ ツ さん 明42年4月17日 101歳 下川手 前頭７ 南 雲 チ ヤ ウ さん 明42年4月24日 101歳 上山

桑 原 　 ハ ツ さん 明42年5月24日 101歳 田代 前頭８ 樋 口 　 ト ク さん 明42年6月22日 101歳 朴木沢

蕪 木 　 倉 治 さん 明42年7月22日 101歳 諏訪町 前頭９ 佐 藤 　 修 一 さん 明42年9月20日 101歳 高山４

小 林 　 サ ワ さん 明42年11月8日 100歳 高原田 前頭10 髙 橋 　 き つ さん 明42年11月10日 100歳 赤谷

金 子 　 シ マ さん 明42年11月20日 100歳 稲荷町２ 前頭11 大 井 　 ミ ヨ さん 明42年12月17日 100歳 高原田

児 玉 　 イ シ さん 明43年1月18日 100歳 高原田 前頭12 髙 橋 　 ハ ノ さん 明43年1月28日 100歳 中仙田

廣 田 　 ヤ ウ さん 明43年2月7日 100歳 干溝 前頭13 小 泉 　 チ ヨ さん 明43年2月10日 100歳 下条中央通り

佐 藤 　 キ イ さん 明43年2月17日 100歳 本町６－１ 前頭14 保 坂 　 ト ラ さん 明43年3月5日 100歳 南鐙坂

登 坂 　 キ ン さん 明43年3月12日 100歳 新座４－２ 前頭15 島 田 　 ツ ネ さん 明43年5月11日 100歳 本町７－２

滝 沢 　 綾 子 さん 明43年5月27日 100歳 上山 前頭16 樋 口 　 キ ク さん 明43年6月20日 100歳 湯山

山 田 ハ ル 井 さん 明43年10月1日 99歳 土倉 前頭17 福 原 　 セ キ さん 明43年10月5日 99歳 松代

樋 熊 　 カ ク さん 明43年10月10日 99歳 本町５ 前頭18 岩 田 　 ヨ キ さん 明43年10月20日 99歳 梅沢

野 上 　 イ ネ さん 明43年11月14日 99歳 千歳町１ 前頭19 池 田 チ ヨ ノ さん 明43年12月3日 99歳 本町６－１

樋 口 ツ タ ヲ さん 明43年12月5日 99歳 兎口 前頭20 村 山 　 國 義 さん 明44年1月11日 99歳 川治下町３

數 藤 　 信 善 さん 明44年1月11日 99歳 沖立 前頭21 中 町 　 テ イ さん 明44年1月11日 99歳 下条中央通り

富 井 ミ ヨ シ さん 明44年1月16日 99歳 高原田 前頭22 齊 木 　 ナ カ さん 明44年1月21日 99歳 下条中央通り

樋 口 　 義 治 さん 明44年2月28日 99歳 中尾 前頭23 丸 山 　 ナ カ さん 明44年3月4日 99歳 新町新田

南 雲 　 ブ ン さん 明44年3月4日 99歳 田中 前頭24 桑 原 　 定 野 さん 明44年3月20日 99歳 倉俣

中 島 　 カ ト さん 明44年3月23日 99歳 本屋敷 前頭25 西 潟 　 ハ ナ さん 明44年4月19日 99歳 福島

寺 嵜 　 シ ゲ さん 明44年5月4日 99歳 大平 前頭26 保 坂 ケ サ ノ さん 明44年5月10日 99歳 細尾

田 中 　 直 江 さん 明44年6月28日 99歳 下原 前頭27 福 原 　 サ ダ さん 明44年7月7日 99歳 上山

江 村 　 タ ミ さん 明44年8月18日 99歳 上山 前頭28 佐 藤 　 ト メ さん 明44年8月18日 99歳 湯山

桒 原 喜 代 野 さん 明44年8月23日 99歳 伊達４ 前頭29 南 雲 　 ナ カ さん 明44年9月1日 99歳 堀之内

藤 田 　 サ ダ さん 明44年9月3日 99歳 根深 前頭30 小 堺 　 巴 さん 明44年9月15日 99歳 大平

藤 原 　 ト ク さん 明44年9月19日 99歳 本町７－２ 前頭31 南 雲 　 エ イ さん 明44年9月21日 99歳 幸町

　９月20日の敬老の日現在、市内の満90歳以上の高齢

者は1,247人です。番付表では99歳以上の70人を紹介し

ます。なお、年齢は敬老の日現在の満年齢です。

　
９
月
20
日(

敬
老
の
日
）、
関
口
市
長

と
県
十
日
町
地
域
振
興
局
の
藤
澤
局
長

が
、
本
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る
20
人

の
う
ち
11
人
を
訪
問
し
、
内
閣
総
理
大

臣
の
銀
杯
、県
知
事
の
祝
状
と
記
念
品
、

市
長
の
祝
状
と
祝
金
を
贈
り
ま
し
た
。

出
迎
え
た
皆
さ
ん
は
、
感
謝
の
言
葉
や

１
０
０
歳
を
迎
え
た
感
想
な
ど
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

本
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん

・
島
田
　
ツ
ネ
さ
ん
（
本
町
７
―
２
）

・
滝
沢
　
綾
子
さ
ん
（
上
山
）

・
樋
口
　
キ
ク
さ
ん
（
湯
山
）

・
山
田
　
ハ
ル
井
さ
ん
（
土
倉
）

・
福
原
　
セ
キ
さ
ん
（
松
代
）

・
樋
熊
　
カ
ク
さ
ん
（
本
町
５
）

・
岩
田
　
ヨ
キ
さ
ん
（
梅
沢
）

・
野
上
　
イ
ネ
さ
ん
（
千
歳
町
１
）

・
池
田
　
チ
ヨ
ノ
さ
ん
（
本
町
６
―
１
）

・
樋
口
　
ツ
タ
ヲ
さ
ん
（
兎
口
）

・
村
山
　
國
義
さ
ん
（
川
治
下
町
３
）

・
數
藤
　
信
善
さ
ん
（
沖
立
）

・
中
町
　
テ
イ
さ
ん
（
下
条
中
央
通
り
）

・
富
井
　
ミ
ヨ
シ
さ
ん
（
高
原
田
）

・
齊
木
　
ナ
カ
さ
ん
（
下
条
中
央
通
り
）

・
樋
口
　
義
治
さ
ん
（
中
尾
）

・
丸
山
　
ナ
カ
さ
ん
（
新
町
新
田
）

・
南
雲
　
ブ
ン
さ
ん
（
田
中
）

・
桑
原
　
定
野
さ
ん
（
倉
俣
）

・
中
島
　
カ
ト
さ
ん
（
本
屋
敷
）

數藤　信善さん（沖立）

　この日をとても楽しみにしてい

た數藤さん。お祝いに遠くからも

家族が駆けつけてくれました。「お

かげで健康に恵まれ今日まできま

した。これからも社会のために努

力したいです」と話していました。

中
町
　
テ
イ
さ
ん
（
下
条
中
央
通
り
）

　
今
で
も
地
元
新
聞
は
欠
か
さ
ず

読
む
中
町
さ
ん
。「
82
歳
の
と
き

ひ
ざ
の
手
術
を
し
て
、
ま
た
人
生

が
開
け
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

最
近
は
近
所
の
友
だ
ち
と
お
茶
の

み
を
す
る
の
が
一
番
の
楽
し
み
で

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　「
一
人
暮
ら
し
で
す
が
、
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
や
近
所
の
皆
さ
ん
が
見

守
っ
て
く
れ
る
の
で
と
て
も
助
か

っ
て
い
ま
す
」と
話
す
村
山
さ
ん
。

短
歌
を
詠
む
の
が
趣
味
で
、
さ
っ

そ
く
、
１
０
０
歳
の
喜
び
の
歌
を

詠
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

村
山
　
國
義
さ
ん
（
川
治
下
町
３
）

　新潟県と十日町市では、敬老の日に合わせて、本年度100歳を迎える皆さん20人にお祝いをしました。

また、市では88歳を迎える人411人に祝金を贈りました。
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〈東〉

長寿番付長寿番付
平成22年度

100歳100歳100歳おめでとう
　　ございます
おめでとう
　　ございます



「第2回 とおかまちてづくり市」開催「第2回 とおかまちてづくり市」開催

■
日
時

：

11
月
11
日
㈭
（
基
礎
編
）

　
　
　
　
11
月
26
日
㈮
（
応
用
編
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
会
場

：

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

■
対
象

：

市
内
事
業
所
の
責
任
者
（
決

定
権
の
あ
る
人
）
及
び
担
当
者

※
責
任
者
（
決
定
権
の
あ
る
人
）
と
担

当
者
が
自
社
製
品
に
関
係
す
る
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
を

共
有
し
て
い
な
い
と
、
良
い
も
の
が

で
き
な
い
と
い
う
傾
向
に
あ
る
と
の

こ
と
か
ら
両
者
を
対
象
者
と
し
て
い

ま
す
。
で
き
る
限
り
い
っ
し
ょ
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い

※
基
礎
編
、
応
用
編
の
両
方
を
受
講
す

る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す

■
参
加
費

：

無
料

■
定
員

：

約
30
人
（
１
事
業
所
最
大
３

人
ま
で
）

■
テ
ー
マ

： 

﹃
顧
客
に
響
く
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
﹄

（
基
礎
編
）「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
お
客
様
に

一
番
近
い
接
点
」

（
応
用
編
）「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の

リ
デ
ザ
イ
ン
の
方
向
性
」

■
講
師

：

山
本
敦
さ
ん
（
㈱
ネ
オ
ス
代

表
取
締
役
、
長
岡
造
形
大
学
非
常
勤

講
師
）

■
申
込
み

：

10
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
産

業
観
光
企
画
課
に
用
意
し
て
あ
る
申

込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）に
、既
存
商
品
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
最

低
１
つ
添
え
て
（
１
社
当
た
り
３
個

ま
で
添
付
可
）
郵
送
か
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ

：

産
業
観
光
企
画
課
（
本
町

分
庁
舎
内
　
☎
７
５
７

｜

３
６
９

１
）
〒
９
４
８

－

０
０
８
２
十
日
町

市
本
町
２

デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　
消
費
者
が
店
頭
で
商
品
を
手
に
取
る
き
�
か
け
と
な
る
も
の
は
お
店
の
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
や
接
客
サ
ー
ビ
ス
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
心

を
込
め
て
作
�
た
商
品
を
包
ん
で
い
る
﹁
パ
ッ
ケ
ー
ジ
﹂
も
大
切
な
要
素
の
一
つ
。

﹁
こ
れ
お
い
し
そ
う
！
﹂﹁
あ
ら
、
す
て
き
！
﹂。
数
あ
る
商
品
の
中
か
ら
市
内
で

作
ら
れ
て
い
る
商
品
が
選
ば
れ
る
存
在
に
な
�
て
ほ
し
い
。
そ
の
お
手
伝
い
と

し
て
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　「
第
２
回
と
お
か
ま
ち
て
づ
く
り
市
」

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
材
料
を
加
工
、
製
品

化
し
た
手
作
り
の
品
を
出
品
し
た
い
と

い
う
「
作
り
手
」
と
、
数
々
の
品
か
ら

キ
ラ
リ
と
輝
く
作
り
手
の
セ
ン
ス
を
自

十日町市の食材・食文化を発信　「L-１グランプリ」も同時開催！

　10月17日㈰、キナーレで「第２回とおかまちてづくり市」が開

催されます。イベントを企画するのは、十日町雪まつりで「豪雪

JAM」を企画したメンバーを中心とした若い有志のグループです。

　地元の良いところや地元にしかない価値を前面に出し、市内外に

十日町市を PR したいという熱い思いのイベントに皆さんも足を運

んでみませんか。

L

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
と
は
？

　

L

−

１
の
「
L
」
は
L
o
w
と

L
o
c
a
l
の
L
。
女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
、
ロ
ー
カ
ル
ー
フ
ー
ド
を
使
用

し
た
ロ
ー
カ
ロ
リ
ー
の
創
作
料
理
を
市

内
の
参
加
飲
食
店
が
提
供
し
、
来
場
者

の
投
票
に
よ
り
順
位
付
け
を
行
い
ま

す
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
女
性
と
す
る
こ
と

で
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
男
性
的
な
食

の
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
「
B

−

１
グ
ラ
ン

プ
リ
」
と
の
差
別
化
を
図
り
ま
す
。

■
問
合
せ

：
と
お
か
ま
ち
て
づ
く
り
市

　
実
行
委
員
会
（
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｅ
内
　
☎

　
７
５
２

｜

６
６
１
９
）

◎
10
月
27
日
㈬
�
11
月
９
日
㈫

読
書
週
間
特
別
企
画
テ
ー
マ
図
書

【
一
般
】「
本
の
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
」

　（
過
去
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
特
集
）

【
児
童
】「
第
25
回
よ
い
絵
本
」

（
全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
が
選
定

す
る
絵
本
の
紹
介
）

◎
10
月
30
日
㈯

お
は
な
し
ぴ
よ
ぴ
よ
ス
ペ
シ
�
ル

　
毎
週
行
っ
て
い
る
読
み
聞
か
せ
「
お

は
な
し
ぴ
よ
ぴ
よ
」
の
特
別
版
と
し
て

小
学
生
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

◇
時
間
＝
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

◎
10
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

心
和
ま
す
ミ
ニ
演
奏
会

　
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
30
日
は
フ
ル
ー

ト
、
31
日
は
オ
カ
リ
ナ
の
ミ
ニ
演
奏
会

を
行
い
ま
す
。
読
書
で
少
し
疲
れ
た
頭

が
す
て
き
な
音
楽
で
い
や
さ
れ
ま
す
。

◇
時
間
＝
午
後
２
時
〜
２
時
30
分

◎
10
月
30
日
㈯
�
11
月
５
日
㈮

山
内
写
真
館
写
真
資
料

　
　
展
示
・
情
報
収
集

　
整
理
作
業
が
始
ま
っ
た
山
内
写
真
館

の
写
真
資
料
の
一
部
を
展
示
し
ま
す
。

懐
か
し
い
十
日
町
の
様
子
を
思
い
出

し
、
写
真
の
内
容
に
つ
い
て
た
く
さ
ん

の
情
報
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
10
月
30
日
㈯
�
11
月
７
日
㈰

情
報
館
の
裏
側
大
公
開

　
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
閉
架

書
庫
や
施
設
の
裏
側
を
職
員
の
案
内
で

特
別
公
開
し
ま
す
。

①
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
視
聴
覚
ホ
ー
ル
操
作
室
や
閉
架
書
庫

な
ど
施
設
の
内
部
を
案
内
し
ま
す
。

②
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
　

　
日
替
わ
り
テ
ー
マ
で
閉
架
書
庫
の
蔵

書
の
一
部
を
公
開
し
ま
す
。（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
の
み
）

朗
読
サ
ー
ク
ル
活
動
紹
介

　
日
ご
ろ
か
ら
目
の
不
自
由
な
人
た
ち

の
た
め
に
市
報
や
情
報
誌
の
吹
き
込
み

や
編
集
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
朗
読

サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
音

声
訳
体
験
を
と
お
し
て
、
文
章
だ
け
で

な
く
、
写
真
や
表
・
グ
ラ
フ
な
ど
を
音

声
で
伝
え
る
技
術
と
創
意
工
夫
に
ぜ
ひ

触
れ
て
く
だ
さ
い
。

◇
時
間
＝
午
後
１
時
〜
４
時

◎
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

﹁
昭
和
30
年
代
を
振
り
返
る
﹂
上
映
会

　﹃
昭
和
30
年
代
の
生
活
と
文
化
　
信

越
編
﹄﹃
雪
国
（
昭
和
30
年
ご
ろ
の
冬

の
十
日
町
）﹄な
ど
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

の
上
映
。
山
内
写
真
館
の
写
真
資
料
と

合
わ
せ
て
見
る
と
、
当
時
の
生
活
が
鮮

や
か
に
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

◇
時
間
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分

◎
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）・
４
日
㈭
・

６
日
㈯
・
７
日
㈰

和
裂ぎ
れ

で
オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り
作
り

　
本
を
読
む
時
に
欠
か
せ
な
い
し
お
り

を
着
物
の
街
・
十
日
町
ら
し
く
和
裂ぎ
れ

で

作
り
ま
す
。

◇
時
間
＝
午
後
２
時
〜
５
時
（
時
間
中

随
時
受
付
。
最
終
受
付
４
時
30
分
）

◇
参
加
費
＝
１
０
０
円

◇
講
師
＝
阿
部
ム
ツ
子
さ
ん

◎
11
月
７
日
㈰

※
ア
ミ
掛
け
は
注
目
の
催
し
で
す
。
こ

の
ほ
か
会
期
中
は
、
情
報
館
の
本
で

答
え
を
調
べ
て
正
解
す
る
と
景
品
が

も
ら
え
る
子
ど
も
向
け
の
ク
イ
ズ
も

行
い
ま
す

　
第
64
回
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
、
情
報
館
で
は
10
月
30
日
㈯
か
ら
11
月
７
日
㈰

ま
で
第
１
回
﹁
情
報
館
ま
る
ご
と
体
感
フ
�
ア
﹂
を
開
催
し
ま
す
。
フ
�
ア
で
は
、

情
報
館
の
活
動
や
施
設
の
お
も
し
ろ
さ
を
多
く
の
人
に
体
感
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
会
場
・
問
合
せ

：

情
報
館
　
☎
７
５
７

｜

５
１
０
０

第
１
回
「
情
報
館
ま
る
ご
と
体
感
フ
ェ
ア
」
開
催

〜
情
報
館
で
読
む
、
聴
く
、
見
る
、
作
る
！
〜

10月17日㈰
午前９時30分

～午後５時30
分

会場：キナー
レ

分
の
目
で
発
見
し
た
い
と
い
う

「
お
客
様
」
の
両
方
が
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
昨
年
は
約

２
、
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し

た
。
今
年
は
、
地
域
の
食
材
や

食
文
化
を
発
信
す
る
「
L

−

１

グ
ラ
ン
プ
リ
」を
同
時
開
催
し
、

さ
ら
に
十
日
町
市
の
魅
力
を
情

報
発
信
す
る
企
画
に
な
っ
て
い

ま
す
。

4市報とおかまち　平成22年10月10日号市報とおかまち　平成22年10月10日号5

聞
か
せ
屋
。
け
い
た
ろ
う

　
　
絵
本
ラ
イ
ブ

　
全
国
各
地
で
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
行
っ
て
い
る
「
け
い
た
ろ
う
」
こ

と
坂
口
慶
さ
ん
を
読
み
聞
か
せ
の
会

「
ど
ん
ぐ
り
」
が
招
待
し
、
楽
し
い

伴
奏
つ
き
の
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま

す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

ま
す
。

◇
時
間
＝
午
後
２
時
〜
３
時

安
田
正
利
・
時
代
小
説
読
み
語
り

「
藤
沢
周
平
﹃
驟は

し

り
雨
﹄」

　
劇
団
民
藝
の
俳
優
・
安
田
正
利
さ

ん
に
よ
る
時
代
小
説
の
読
み
語
り
で

す
。
プ
ロ
の
読
み
語
り
は
聴
く
者
を

物
語
の
世
界
に
ぐ
い
ぐ
い
と
引
き
込

み
ま
す
。

◇
時
間
＝
午
後
３
時
〜
４
時
30
分



○
第
２
期
接
種
対
象
者

　
９
歳
以
上
13
歳
未
満
で
、
第
１
期
３

回
の
接
種
を
完
了
し
て
い
る
人

○
接
種
回
数

：

１
回

○
接
種
方
法

　
医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
で
す
。
希

望
す
る
人
は
事
前
に
個
別
接
種
協
力
医

療
機
関
へ
予
約
の
う
え
、
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
予
診
票
は
、
健
康
支
援

課
、
各
支
所
市
民
課
、
各
医
療
機
関
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

※
過
去
に
接
種
機
会
を
逃
し
た
人
に
対

す
る
特
例

　
平
成
17
年
か
ら
の
勧
奨
差
し
控
え
に

伴
い
、
日
本
脳
炎
第
１
期
（
３
回
）
の

接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人
に
対
し
、

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
第
１

期
（
７
歳
６
か
月
未
満
）
で
３
回
の
接

種
が
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
第
２
期
対

象
年
齢
（
９
歳
以
上
13
歳
未
満
）
で
下

表
の
と
お
り
不
足
回
数
分
の
接
種
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

※
注
意
事
項

　
第
１
期
と
第
２
期
の
間
（
７
歳
６
か

月
以
上
９
歳
未
満
）
で
接
種
を
受
け
た

場
合
は
、
任
意
接
種
（
接
種
費
用
は
自

己
負
担
）
と
な
り
ま
す
。

第１期（７歳
６か月未満）
での接種回数

９歳以上13歳
未満で接種で
きる回数

接種間隔

０回の人 ３回

１回目と２回目の接種は６
〜28日までの間隔を空ける

２回目と３回目の接種はお
おむね１年の間隔を空ける

１回の人 ２回
１回目と２回目の接種は６
日以上の間隔を空ける

２回の人 １回

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
料
金
に

つ
い
て

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
料
金
は
、
季
節
性
と
新
型

の
ワ
ク
チ
ン
が
混
合
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
市
内
医
療
機
関
で
は
、
一
律
に

昨
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
接
種

料
金
と
同
額
と
な
り
ま
す
。

１
回
目
の
接
種
３
、６
０
０
円

２
回
目
の
接
種
２
、５
５
０
円

■
問
合
せ

：

健
康
支
援
課
母
子
保
健
係
　
☎
７
５
７

｜

９
７
５
９

日
本
脳
炎
予
防
接
種
第
２
期
の
接
種
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

災害時医療訓練を実施します 総合防災訓練を実施します

　
市
で
は
、
新
た
な
防
災
情
報
伝
達
の

手
段
と
し
て
、
10
月
１
日
㈮
か
ら
「
十

日
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
」
の
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
ま
し
た
。
登
録
し
た
人
の
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
へ
、
地
震
や
気
象

警
報
、
火
災
な
ど
の
情
報
を
電
子
メ
ー

ル
で
配
信
す
る
も
の
で
す
。
災
害
の
備

え
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
メ
ー
ル
の
メ
ニ
ュ
ー

：

①
防
災
情

報

：

地
震
情
報
（
震
度
４
以
上
）、

災
害
発
生
情
報
、
避
難
情
報
な
ど
②

防
犯
情
報

：

警
察
署
な
ど
か
ら
の
不

審
者
情
報
な
ど
③
気
象
情
報
④
火
災

情
報
⑤
生
活
関
連
情
報

：

ク
マ
な
ど

出
没
情
報
、
交
通
規
制
情
報
な
ど

■
費
用

：

登
録
・
解
除
は
無
料
。
※
通

信
に
係
る
費
用
は
、
登
録
者
の
負
担

■
登
録
方
法

：

登
録
用
ア
ド
レ
ス

（re
g

-to
k

@
to

k
a
m

a
c
h

i.m
a
il-

m
a
g
.n

e
t

）
に
空
メ
ー
ル
送
信
。

※
迷
惑
メ
ー
ル
対
策
を
し
て
い
る
人

は
、
設
定
変
更
が
必
要
で
す

■
問
合
せ

：

防
災
安
全
課
　

　
☎
７
５
７

｜

３
１
９
７

十
日
町
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル

サ
ー
ビ
ス
開
始

　中越大震災からまもなく６年が経過しようとし

ています。当市はその後も豪雪や中越沖地震で被

害を受け、いつまた災害に見舞われるか分かりま

せん。市では、災害に強い安全安心なまちづくり

を進めるため総合防災訓練を行います。

◆日時＝10月24日㈰　午前９時〜

◆会場＝松之山グラウンド駐車場

◆主な訓練内容＝避難、水消火器初期消火、多数

傷病者応急措置、倒壊家屋救助など

※各自主防災組織や町内会でも、総合防災訓練に

合わせて防災訓練の実施をお願いします

　大規模災害で多数の傷病者が発生した場合

に、迅速かつ適切に医療救護活動などができ

るよう三魚沼地域で同時に訓練を行います。

◆日時＝10月23日㈯　午前９時〜

◆訓練会場＝十日町病院、十日町地域消防本

部、市陸上競技場

◆主な訓練内容＝関連機関との連携、傷病者

のトリアージ、防災ヘリによる搬送、災害

派遣医療チームによる病院後方支援など

※当日は会場周辺で緊急車両などが往来しま

すので、協力をお願いします　

新
十
日
町
病
院
の
建
設
場
所
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、「
新
十
日
町
病
院
建
設

場
所
検
討
委
員
会
」
か
ら
７
月
22
日
㈭

に
、
現
在
地
が
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い

と
い
う
提
言
を
受
け
ま
し
た
。市
長
は
、

こ
の
提
言
を
尊
重
し
、
改
築
場
所
を
現

在
地
と
し
て
市
議
会
及
び
市
民
説
明
会

で
理
解
を
求
め
、
お
お
む
ね
の
同
意
を

得
た
と
判
断
で
き
た
こ
と
か
ら
、
９
月

29
日
㈬
、
新
十
日
町
病
院
の
建
設
場
所

な
ど
に
つ
い
て
、
下
記
の
要
旨
の
要
望

書
を
知
事
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
要
望
書
に
対
し
知
事
は
、「
十

日
町
市
と
し
て
の
要
望
な
の
で
、
し
っ

か
り
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
長
い
経

緯
の
中
で
、
地
域
の
合
意
が
得
ら
れ
た

も
の
と
受
け
と
め
た
。
内
容
は
大
変
重

み
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、住
民
の
意
見
、

市
の
調
整
を
踏
ま
え
、
県
と
し
て
も
今

後
、
十
日
町
病
院
の
改
築
に
向
け
て
取

り
組
み
た
い
。
ま
だ
課
題
は
あ
る
と
思

う
が
、
引
き
続
き
信
頼
関
係
を
つ
く
り

な
が
ら
結
果
を
出
せ
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

新
十
日
町
病
院
の
建
設
場
所
に

　
　
　
　
つ
い
て
知
事
に
要
望
し
ま
し
た

●
問
合
せ
＝
地
域
中
核
病
院
建
設
推
進

　
室
　
☎
７
５
７
―
３
１
８
７

　
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用

の
根
絶
を
図
る
た
め
、
10
月
１
日
㈮
か

ら
11
月
30
日
㈫
ま
で
、全
国
一
斉
に「
麻

薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
運
動
」
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
薬
物
乱
用
問
題
は
、
現
代
社
会
で
は

避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
、

私
た
ち
の
身
近
で
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
覚
せ
い
剤
な
ど
の
違
法
薬
物
は
、
た

と
え
一
回
だ
け
の
使
用
で
も
乱
用
に
な

り
、犯
罪
に
な
り
ま
す
。
薬
物
乱
用
は
、

身
近
な
人
に
誘
わ
れ
て
、
仲
間
意
識
や

好
奇
心
な
ど
の
き
っ
か
け
か
ら
始
ま
り

ま
す
。「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
」
と
勇
気

を
も
っ
て
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
薬
物
乱
用
が
も
た
ら
す
恐
ろ
し
い
結

果
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、「
ゼ
ッ

タ
イ
」
に
手
を
出
さ
な
い
と
い
う
自
覚

を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
薬
物
に
関
す
る
相
談
は
、
十
日
町
保

健
所
（
☎
７
５
７
―
２
４
０
２
）
ま
た

は
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
覚
せ
い

剤
相
談
窓
口
（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―

０
１
１
３
）へ
。
啓
発
ビ
デ
オ
の
貸
出
、

資
料
の
提
供
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ
　
健
康
支
援
課
成
人
保
健
係

　
☎
７
５
７
―
９
７
６
４

「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止

運
動
」
実
施
中
！

■
要
望
書
の
要
旨
部
分
抜
粋

　
県
立
十
日
町
病
院
の
早
期
改
築
は

圏
域
住
民
の
強
い
願
い
で
す
。
新
十

日
町
病
院
建
設
場
所
検
討
委
員
会
の

検
討
結
果
報
告
書
を
尊
重
し
て
、
新

十
日
町
病
院
の
改
築
場
所
を
現
在
地

に
決
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、「
公

設
民
営
」
の
受
け
皿
と
な
る
運
営
主

体
選
定
な
ど
の
所
定
の
手
続
を
進

め
、
早
期
に
改
築
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
要
望
し
ま
す
。
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時
間

：

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

会
場

：

新
座
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容

：

焼
物
・
季
節
の
花
を
楽
し

む
会
作
品
展
、
バ
ザ
ー(

う
ど

ん
、
お
で
ん
、
焼
き
鳥
な
ど)

、

ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢
、
水
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り

問
合
せ

：

中
条
公
民
館
　

　
☎
７
５
２

｜

２
７
４
８

時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分

会
場

：

飛
渡
第
一
小
学
校

内
容

：

講
座
生
・
P
T
A
に
よ
る

作
品
展
示
（
生
け
花
・
焼
き
物
・

写
真
・
書
道
・
絵
画
な
ど
）、

飛
渡
資
料
館
（
歴
史
資
料
展

示
）、
環
境
学
習
の
足
跡
、
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
、
お
に
ぎ
り
と
け

ん
ち
ん
汁
の
サ
ー
ビ
ス
、
三
ヶ

村
い
き
い
き
館
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
（
児
童

の
合
唱
・
劇
、地
域
の
二
胡
サ
ー

ク
ル
・
あ
わ
せ
お
け
さ
保
存
会

舞
踊
・
飛
芝
の
会
演
劇
ほ
か
）

問
合
せ

：

飛
渡
公
民
館

　
☎
７
５
９

｜

２
０
３
２

時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

内
容

：

作
品
展
、
演
芸

問
合
せ

：

下
条
公
民
館
　

　
☎
７
５
５

｜

２
０
０
４

時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　（
31
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

内
容

：

講
座
生
・
利
用
団
体
に
よ

る
作
品
展
示
（
生
け
花
・
焼
き

物
・
写
真
・
手
芸
・
工
芸
・
俳

句
・
書
道
・
洋
画
・
絵
手
紙
・

活
動
記
録
な
ど
）、
ス
テ
ー
ジ

発
表
（
合
唱
・
ダ
ン
ス
な
ど
）、

販
売
コ
ー
ナ
ー
（
お
寿
司
・
赤

飯
・
廃
油
セ
ッ
ケ
ン
・
不
用
品
・

焼
き
物
）、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー

問
合
せ

：

中
央
公
民
館

　
☎
７
５
７

｜

５
０
１
１

中
条
公
民
館
新
座
分
館

10
月
17
日
㈰

10
月
24
日
㈰

10
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰

飛
渡
公
民
館

下
条
公
民
館
東
下
組
分
館

時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　（
31
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場

：

松
之
山
自
然
休
養
村
セ
ン

タ
ー
、
松
之
山
体
育
館

内
容

：

美
術
展
（
講
座
生
・
文
化

協
会
・
地
域
の
皆
さ
ん
の
作
品

展
示
ほ
か
）、
芸
能
祭
（
文
化

協
会
発
表
、
上
川
手
歌
舞
伎
ほ

か
）
※
31
日
の
み
、産
業
祭
（
も

ち
つ
き
、
お
に
ぎ
り
な
ど
の
試

食
会
ほ
か
）
※
31
日
の
み

問
合
せ

：

松
之
山
公
民
館

　
☎
５
９
６

｜

２
２
６
５

時
間

：

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

：

六
箇
公
民
館（
羽
根
川
荘
）

内
容

：

講
座
生
・
地
域
の
皆
さ
ん

の
作
品
展
示
・
写
真
展
、
各
種

催
し
物
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ

：

六
箇
公
民
館
☎
７
５
２

｜

５
４
３
４
、
川
治
公
民
館
☎

７
５
２

｜

２
２
２
３

時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

内
容

：

作
品
展
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、

農
産
物
即
売
会
、
不
用
品
バ
ザ
ー

問
合
せ

：

下
条
公
民
館

　
☎
７
５
５

｜

２
０
０
４

時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

内
容

：

作
品
展
、
食
品
バ
ザ
ー

問
合
せ

：

下
条
公
民
館

　
☎
７
５
５

｜

２
０
０
４

時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

内
容

：

講
座
生
・
利
用
団
体
・
地

域
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
、
公

民
館
行
事
の
写
真
パ
ネ
ル
展

示
、
演
芸
発
表
会
、
も
ち
つ
き
、

き
の
こ
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス
、
農

産
物
・
手
作
り
品
販
売
、
軽
食

バ
ザ
ー
、
無
料
茶
席

問
合
せ

：

水
沢
公
民
館

　
☎
７
５
８

−
３
１
０
１

水
沢
公
民
館

　
各
公
民
館
で
学
習
を
続
け
て
い

る
講
座
・
自
主
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
が
、
成
果
を
発
表
す
る
楽
し
い

お
祭
り
で
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館

下
条
公
民
館
上
新
田
分
館

下
条
公
民
館
下
組
分
館

中
里
公
民
館

松
之
山
公
民
館

六
箇
公
民
館

（
中
村
分
館
、
二
ツ
屋
分
館
）

10
月
31
日
㈰

10
月
31
日
㈰
〜
11
月
３

日
（
文
化
の
日
）

（
31
日
）、
午
前
９
時
〜
午
後
７

時
（
１
日
・
２
日
）、
午
前
９

時
〜
午
後
３
時
（
３
日
）

会
場

：

中
里
総
合
セ
ン
タ
ー
、
中

里
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容

：

講
座
生
・
利
用
団
体
・
地

域
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
、
中

里
中
学
校
の
作
品
展
示
、
保
育

園
児
の
作
品
・
焼
き
物
体
験
教

室
・
焼
き
物
即
売
コ
ー
ナ
ー
、

茶
会
、
講
座
生
・
利
用
団
体
・

文
化
団
体
・
小
中
学
校
・
保
育

園
の
皆
さ
ん
に
よ
る
音
楽
、
踊

り
の
発
表
会
（
３
日
の
み
）

問
合
せ

：

中
里
公
民
館

　
☎
７
６
３

｜

２
４
９
３

時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
　（
３
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場

：

松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
、
第

一
区
民
会
館
、
ふ
る
さ
と
会
館

内
容

：

松
代
地
域
文
化
協
会
・
松

寿
大
学
受
講
生
・
き
ら
く
塾
受

講
生
・
地
域
の
み
な
さ
ん
の
作

品
展
示
、
茶
道
体
験
コ
ー
ナ
ー

（
３
日
の
み
）  

　 

問
合
せ

：

松
代
公
民
館

　
☎
５
９
７

｜

２
３
０
１

時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場

：

川
治
公
民
館

内
容

：

講
座
生
・
利
用
団
体
の
作

品
展
示
、
再
利
用
品
販
売
、
焼

き
物
即
売
会
、
無
料
茶
席
、
ち

び
っ
こ
広
場
、野
菜
の
即
売
会
、

飲
食
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ

：

川
治
公
民
館

　
☎
７
５
２

｜
２
２
２
３

日
時

：

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

内
容

：

講
座
生
・
利
用
団
体
の
作

品
展
示
と
販
売
（
生
け
花
・
焼

き
物
・
手
芸
・
絵
画
・
園
芸
な

ど
）、
無
料
茶
席
、
豚
汁
の
無

料
サ
ー
ビ
ス
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー

（
天
ぷ
ら
う
ど
ん
・
コ
ー
ヒ
ー

ほ
か
）、
発
表
コ
ー
ナ
ー
（
ビ

デ
オ
上
映
、
大
正
琴
演
奏
、
は

れ
ば
れ
会
の
合
唱
）、
販
売
コ

ー
ナ
ー（
手
づ
く
り
せ
っ
け
ん
・

五
目
お
こ
わ
・
あ
ん
ぼ
）、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
手
づ
く
り

品
・
不
用
品
・
野
菜
・
苗
）

問
合
せ

：

下
条
公
民
館

　
☎
７
５
５

｜

２
０
０
４

時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

内
容

：

講
座
生
・
利
用
団
体
・
地

域
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
、飲
食
コ
ー
ナ
ー
、

か
え
っ
こ
シ
ョ
ッ
プ
、
ふ
る
さ

と
歴
史
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
・
ふ
る

さ
と
体
験
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
・
バ
ザ
ー

問
合
せ

：

吉
田
公
民
館

　
☎
７
５
２

｜

２
８
７
４

時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

会
場

：

大
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

内
容

：

講
座
生
・
地
域
の
皆
さ
ん

の
作
品
展
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
、

ほ
ほ
笑
み
家
族
似
顔
絵
展
、
抹

茶
サ
ー
ビ
ス
、
芸
能
祭

問
合
せ

：

中
条
公
民
館

　
☎
７
５
２

｜

２
７
４
８

時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

内
容

：

作
品
展
、
食
品
バ
ザ
ー
、

農
産
物
即
売
会
、
不
用
品
バ
ザ
ー

問
合
せ

：

下
条
公
民
館

　
☎
７
５
５

｜

２
０
０
４

【
か
わ
に
し
自
慢
祭
同
時
開
催
】

時
間

：

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

　（
７
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

会
場

：

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

内
容

：

川
西
美
術
協
会
35
周
年
記

念
作
品
展
（
特
別
展
）、
第
35

回
川
西
美
術
展
、
公
民
館
講
座

川
治
公
民
館
（
北
新
田
分
館
、

高
山
分
館
、
城
之
古
分
館
、

関
浅
分
館
、
八
箇
分
館
）

下
条
公
民
館

吉
田
公
民
館

中
条
公
民
館
大
井
田
分
館

下
条
公
民
館
上
組
分
館

川
西
公
民
館

生
・
地
区
文
化
活
動
団
体
・
地

域
の
皆
さ
ん
の
作
品
展
示
（
書

道
、
焼
き
物
、
手
芸
、
絵
手
紙

な
ど
）

問
合
せ

：

川
西
公
民
館

　
☎
７
６
８

｜

２
３
０
８

時
間

：

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

会
場

：

絵
本
と
木
の
実
の
美
術
館

内
容

：

地
元
野
菜
の
即
売
、
も
ち

つ
き
大
会
、
け
ん
ち
ん
汁
、
歌

と
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
し
ら
べ

問
合
せ

：

吉
田
公
民
館

　
☎
７
５
２

｜

２
８
７
４

時
間

：

午
前
９
時
〜
正
午

会
場

：

旧
名
ケ
山
小
学
校

内
容

：

ス
テ
ー
ジ
発
表
、作
品
展
、

不
用
品
バ
ザ
ー
、
地
元
野
菜
販

売
、
き
の
こ
汁

問
合
せ

：

吉
田
公
民
館

　
☎
７
５
２

｜

２
８
７
４

※
中
条
公
民
館
ま
つ
り
は
、
10
月

２
日
㈯
・
３
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し

た 吉
田
公
民
館
真
田
分
館

吉
田
公
民
館
名
ケ
山
分
館

松
代
公
民
館

時
間

：

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

11
月
２
日
㈫
・
３
日

（
文
化
の
日
）

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）

11
月
６
日
㈯
・
７
日
㈰

11
月
７
日
㈰

22
年
度 

公
民
館
ま
つ
り
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おらどこの
 棚田・やま田
  体感ツアー開催！

おらどこの
 棚田・やま田
  体感ツアー開催！

　
午
後
か
ら
は
、
実
際
の
棚
田
を
見
学

す
る
ツ
ア
ー
に
出
か
け
ま
し
た
。
下
条

地
区
の
慶
地
集
落
と
川
西
地
域
の
白
倉

地
区
を
訪
れ
、
親
子
で
棚
田
・
や
ま
田

の
景
色
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
（
市
報

9
月
25
日
号
の
表
紙
写
真
）。

メ
ダ
カ
や
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
の

生
息
地
が
激
減
し
て
い
る
！

　
今
年
は
、
棚
田
・
や
ま
田
が
水
生
生

物
に
と
っ
て
ど
れ
だ
け
大
切
か
を
考
え

よ
う
と
、
実
際
に
棚
田
で
生
物
探
索
を

す
る
予
定
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
市
内

全
域
に
大
雨
警
報
が
発
令
さ
れ
る
あ
い

に
く
の
天
候
。
そ
こ
で
、
急
き
ょ
会
場

を
森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
に
変
更
し
て
実

施
し
ま
し
た
。

　
キ
ョ
ロ
ロ
近
く
の
田
ん
ぼ
で
水
生
生

物
観
察
ゲ
ー
ム
を
行
い
、
水
生
生
物
博

士
（
キ
ョ
ロ
ロ
学
芸
員
）
が
、「
市
内

で
は
当
た
り
前
に
い
る
メ
ダ
カ
や
ゲ
ン

ゴ
ロ
ウ
は
、
全
国
的
に
数
が
減
っ
て
い

て
絶
滅
危き

惧ぐ

種
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
（
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
は
関
東
地
方
で
は
絶

滅
）」
と
話
す
と
、
参
加
し
た
子
ど
も

　
９
月
12
日
㈰
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

モ
デ
ル
事
業
「
十
日
町
市
棚
田
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
一
環
で
、「
お
ら
ど
こ
の

棚
田
・
や
ま
田
体
感
ツ
ア
ー
」
が
開
催

さ
れ
、
市
内
か
ら
親
子
13
組
、
31
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
モ
デ
ル
事
業
は
、
市
民
み
ん
な

で
市
内
の
美
し
い
棚
田
・
や
ま
田
の
保

存
活
動
や
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
を

考
え
て
い
く
も
の
で
す
。
昨
年
は
、
10

月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト

に
合
わ
せ
て
、「
お
ら
ど
こ
の
棚や

ま

だ田
じ

ま
ん
」
展
を
開
催
。
棚
田
の
写
真
と
耕

作
者
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
を
展
示
し
て
、

棚
田
・
や
ま
田
の
大
切
さ
を
全
国
の
皆

さ
ん
に
伝
え
し
ま
し
た
。

棚
田
見
学
ツ
ア
ー
で

景
観
の
美
し
さ
を
体
感

参加者の声
○棚田がきれいだったし、山も楽し

かったです。長いツアーだったけ

ど、全部楽しくておもしろかった

です。（６歳男子）

○長時間だったので、疲れました。

でも、感動をたくさんもらいまし

た。ありがとうございました。（小

学生の親） 

■
問
合
せ

　
〒
９
４
８
―
８
５
０
１
十
日
町
市
千

　
歳
町
３
―
３
企
画
政
策
課
協
働
推
進

　
係
　
☎
７
５
７
―
３
６
９
３
、
Ｆ
Ａ

　
Ｘ
７
５
２
―
４
６
３
５
、
Ｅ
メ
ー
ル

　t-kika
ku@

city
.toka

m
a
chi.lg

.jp

た
ち
は
驚
き
と
と
も
に
棚
田
・
や
ま
田

の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　「とおかまち市民活動見本市『めっかめっか』2010」は、市内のＮＰＯ

や各種市民活動団体が一堂に会し、日ごろの活動を市民に広くＰＲする場

として開催されます。

　現在、その参加団体を募集しています。出展方法は、ステージ発表・活

動のパネル展示・体験コーナー・飲食物の販売・フリーマーケット・相談

ブース設置など、参加団体の自由です。他団体とのつながりを作ることも

目的としています。積極的に交流して、連携を深めましょう！

参
加
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
へ

■
募
集
締
め
切
り

　

10
月
15
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

■
そ
の
他

①
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、
参
加
希

望
団
体
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
行

う
事
前
打
合
せ
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
打
合
せ
は
10
月
・
11
月
に
数
回

行
う
予
定
で
す
。

②
公
序
良
俗
に
反
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

と
き
、
ま
た
は
特
定
の
政
治
活
動
や

宗
教
活
動
を
行
う
お
そ
れ
の
あ
る
と

き
は
、
参
加
を
お
断
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

２
０
１
０

日時：11月23日（勤労感謝の日）午前10時～午後４時
会場：千手中央コミュニティセンター

参加団体大募集！参加無料

　
参
加
を
希
望
す
る
団
体
は
、
次
の
項

目
を
明
記
の
う
え
、
事
務
局
（
企
画
政

策
課
協
働
推
進
係
）
へ
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
①
団
体
名

　
②
代
表
者
名

　
③
連
絡
先
（
事
務
担
当
者
氏
名
・
住

　
　
所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・

　
　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

　
④
次
の
（ 

）
内
か
ら
希
望
出
展
方

　
　
法
を
選
び
、
詳
し
い
内
容
を
記
入

　（
ス
テ
ー
ジ
発
表
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
・

　
相
談
ブ
ー
ス
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

　
パ
ネ
ル
展
示
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

　
飲
食
物
の
販
売
・
そ
の
他
）

　
※
複
数
回
答
可

協働のまちづくり情報�

２
０
１
０めっかめっかめっかめっか

協働のまちづくりモデル事業「十日町市○
まるマル

○ネット」

パネル展示

ワークショップ

飲食物の販売
ステージ発表

ブース展示・相談コーナー

体験コーナー
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松代区

　自治宝くじの助成金であるコミュニティ助成事業の助成を受けて、５町内でみこしを整備しました。

　コミュニティ助成事業は、㈶自治総合センターが自治宝くじの普及広報事業費として受け入れる受

託事業収入を財源としています。宝くじの普及広報を行うとともに、コミュニティの健全な発展を目

指し、みこしや公園遊具のほか、文化活動設備や防災設備、緑化活動など地域コミュニティ組織を対

象にしたさまざまな活動に助成を行っています。

　今回助成を受けた各町内では、みこしの活用を通じて、地域コミュニティ活動のさらなる活性化や

世代間交流などを図っていくことにしています。

■問合せ　企画政策課協働推進係　☎757-3693

平成22年度コミュニティ助成事業

貝
ノ
川
、
松
代
、
為
永
、

山
崎
、
小
泉
が

み
こ
し
を
整
備

貝ノ川町内会

為永町内会

小泉集落会

山崎区

　
９
月
18
日
㈯
〜
10
月
３
日
㈰
、
十
日

町
地
域
中
心
商
店
街
や
キ
ナ
ー
レ
を
会

場
に
、
第
７
回
き
も
の
の
街
の
キ
ル
ト

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ル
ト
展
で

は
、
商
店
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
や
空

き
店
舗
な
ど
を
中
心
に
１
０
６
会
場
で

17
団
体
が
制
作
し
た
作
品
約
７
０
０
点

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ル
ト
コ
ン
テ

ス
ト
で
は
、
全
国
各
地
か
ら
92
点
が
応

募
。
和
布
部
門
で
は
神
奈
川
県
横
浜
市

在
住
、
上
田
文
子
さ
ん
の
「
マ
リ
ン
・

ブ
ル
ー
・
ヨ
コ
ハ
マ
」、
フ
リ
ー
部
門

で
は
長
野
県
千
曲
市
在
住
、
近
藤
静
枝

さ
ん
の
「
春
の
訪
れ
」
が
そ
れ
ぞ
れ
金

賞
に
輝
き
ま
し
た
。

和布部門金賞の「マリン・ブルー・ヨコハマ」フリー部門金賞の「春の訪れ」

空き店舗を活用して開催されました

■
問
合
せ

：

観
光
交
流
課
　
☎
７
５
７

｜

３
１
０
０

第
７
回 

き
も
の
の
街
の
キ
ル
ト
展
開
催

区分 所在・地番（行政区） 価　格

住宅地 春日86番（春日町１） 40,500円/㎡

住宅地 南新田町２丁目４番15（南新田町２）30,900円/㎡

住宅地 馬場丁1209番６外（土市２）19,900円/㎡

住宅地 中仙田甲841番３外（中仙田） 4,070円/㎡

住宅地 水口沢176番（田中町） 15,500円/㎡

住宅地 仁田2288番（仁田） 9,750円/㎡

住宅地 本屋敷字下村丁1369番１（本屋敷） 3,700円/㎡

住宅地 松代字宮沢入3208番２（松代） 8,850円/㎡

住宅地 蒲生字赤根2055番１外（蒲生） 4,860円/㎡

住宅地 松之山字前田1214番25（松之山） 7,600円/㎡

住宅地 浦田字湯田2967番１（湯之島） 1,730円/㎡

商業地 字上原子164番４（高田町１）49,800円/㎡

商業地 上山字向田己1592番１外（上山）25,800円/㎡

商業地 松代字上ノ山下3290番１外（松代）12,400円/㎡

準工地 字中割目寅甲406番14（西本町１）44,100円/㎡

準工地 字下平寅乙376番８外（下島）52,800円/㎡

林地 姿甲2359番外（姿１・２） 79,000円/10a

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

 
 
 に
は
届
出
が
必
要
で
す

　
国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
国
土
の
適

正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を
確
保
す

る
た
め
、
法
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

を
行
っ
た
場
合
、
土
地
の
所
在
す
る
市

町
村
を
通
じ
て
都
道
府
県
知
事
に
届
出

を
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

■
届
出
義
務
者

：

権
利
取
得
者
（
売
買

　
で
あ
れ
ば
買
主
）

■
届
出
期
限

：

契
約
締
結
日
（
予
約
を

　
含
む
）
か
ら
２
週
間
以
内

■
届
出
事
項

：

①
土
地
売
買
な
ど
の
当

　
事
者
名
②
土
地
の
所
在
③
利
用
目
的

　
④
対
価
　
な
ど

■
法
定
面
積

：

①
市
街
化
区
域
２
、
０

　
０
０
㎡
以
上
②
①
を
除
く
都
市
計
画

　
区
域
５
、
０
０
０
㎡
以
上
③
都
市
計

　
画
区
域
外
１
０
、
０
０
０
㎡
以
上

　
地
価
調
査
は
適
正
な
土
地
価
格
を
公

表
し
、
土
地
売
買
の
目
安
に
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
市
内
基
準
地
の
地
価

調
査
価
格
は
次
の
と
お
り
で
す
。
調
査

価
格
な
ど
の
関
係
書
類
は
都
市
計
画
課

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

※
個
々
の
取
引
面
積
は
小
さ
く
て
も
、
土
地
の

　
総
面
積
が
右
記
の
面
積
以
上
に
な
る
場
合
に

　
は
、
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
期

　
限
内
に
届
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届

　
出
を
し
た
り
す
る
と
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら

　
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

22
年
度
新
潟
県
地
価
調
査
結
果

笑
顔
咲
く
　
未
来
の
種
を
　
そ
の
土
地
に

10
月
は
「
土
地
月
間
」

問
合
せ

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

　
☎
７
５
７
―
９
９
３
７

　
市
の
最
上
位
計
画
に
あ
た
る
総
合
計

画
・
後
期
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
計
画
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
期
間

：

10
月
25
日
㈪
ま
で

◇
計
画
案
の
閲
覧
場
所

・
企
画
政
策
課
及
び
各
支
所
地
域
振
興

課
・
各
地
区
公
民
館

・
情
報
館

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◇
意
見
の
提
出
方
法

　
企
画
政
策
課
に
書
面
で
持
参
か
、
郵

送
、
F
A
X
、
電
子
メ
ー
ル
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
書
面
の
用
紙
は
、
各
閲
覧
場
所
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す

■
問
合
せ

：

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

〒
９
４
８

｜

８
５
０
１
十
日
町
市
千
歳

町
３

｜

３
、
☎
７
５
７

｜

３
１
９
３
、

F
A
X
７
５
２

｜

４
６
３
５
、
電
子

メ
ー
ル

： t-kika
ku@

city
.toka

m
a
chi.

lg
.jp 総

合
計
画
・
後
期
基
本

計
画
︵
案
︶
に
対
す
る

意
見
を
募
集
し
ま
す
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フ
ジ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ

No.2 梵天丸なす 食べても皮が邪魔にならない　焼きなす、揚げなす、漬物など何でもおいしい大きな梵天丸

地元で作られたものを
地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。十日町産を食べよう！
地産地消

十日町産を食べよう！
農
家の
みなさんが

丹精
込めてつくっています。

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発

キ
ョ
ロ
ロ
発
十
日
町
市

﹁
だ
い
じ
ん
が
�
﹂
み
�
け
！

十日町市を有名にし隊「ごったく」始動！

10月23日㈯・24日㈰
「十日町産業フェスタ2010」でデビューします

　
ご
っ
た
く
は
、
十
日
町
市
を
全
国
に

発
信
す
る
手
法
と
し
て
、
十
日
町
市
の

食
や
食
材
、
美
し
い
景
色
、
数
々
の
施

設
な
ど
に
着
目
し
、「
新
し
い
特
産
品

を
作
り
出
す
こ
と
と
、
今
あ
る
商
品
・

食
材
を
買
っ
て
も
ら
え
る
話
題
の
特
産

品
に
す
る
こ
と
」、「
ロ
ケ
誘
致
」
の
二

つ
を
柱
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
産
業
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
ま
ず
、
特
産

品
部
会
を
中
心
に
「
次
の
十
日
町
市
の

特
産
品
は
コ
レ
だ
！
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
特
産
品
�
候
補
�
を
発
表
し
ま
す
。

新
し
い
特
産
品
を
生
み
出
す
こ
と
は
決

し
て
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
あ
る
商
品
を
見
直
し
、
試
行
錯

誤
を
重
ね
、
磨
き
上
げ
る
こ
と
を
中
心

に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
試
作
の
段
階
で
す
が
、
改
良
を

加
え
た
地
域
の
伝
統
食
「
あ
ん
ぼ
」
や
、

地
域
資
源
に
認
定
さ
れ
て
い
る
植
物
を

練
り
こ
ん
だ
「
う
ど
ん
」、
地
産
地
消

　
ロ
ケ
誘
致
や
ロ
ケ
隊
の
支
援
を
目
的

に
結
成
さ
れ
た
「
十
日
町
市
ロ
ケ
応
援

団
」
も
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
十
日
町
市
ロ
ケ
応
援
団
が
結
成
さ
れ

て
以
来
、
ド
ラ
マ
や
Ｃ
Ｍ
な
ど
の
関
係

者
か
ら
３
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま

し
た
。
残
念
な
が
ら
採
用
に
至
っ
た
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
い
つ
か

成
果
が
あ
ら
わ
れ
る
と
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

　
産
業
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
ロ
ケ
応
援
団

の
紹
介
や
、
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
ド
ラ

マ
や
Ｃ
Ｍ
に
出
演
し
て
み
た
い
と
い
う

人
の
エ
キ
ス
ト
ラ
登
録
を
行
い
ま
す
。

こ
の
登
録
が
、
有
名
人
に
会
う
た
め
の

第
一
歩
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

◆
問
合
せ

　
ご
�
た
く
事
務
局

：

ク
ロ
ス
10

　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

２
３
２
３

　
市
担
当
課

：

産
業
観
光
企
画
課

　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
６
９
１

に
こ
だ
わ
っ
た
「
コ
ロ
ッ
ケ
」、
信
濃

川
に
思
い
を
は
せ
た
「
押
し
寿
司
」、

そ
し
て
「
妻
有
ポ
ー
ク
」
の
お
い
し
い

食
べ
方
を
特
産
品
候
補
と
し
て
提
案
す

る
予
定
で
す
。

　
市
民
な
ら
だ
れ
も
が
特
産
品
と
し
て

認
め
る
お
米
や
へ
ぎ
そ
ば
、
地
酒
に
続

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
皆
さ

ん
の
声
を
ぜ
ひ
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

10月23日㈯・24日㈰
「十日町産業フェスタ2010」でデビューします

　７月10日号から３回にわたり、ごったくの活動を紹介してきましたが、いよいよこれまでの活動

の成果を「十日町産業フェスタ2010」で初披露します。「十日町市を有名にしたい！」という思いで

集まった地元有志の活動を皆さんから見てもらい、たくさんの声を今後の活動の糧にしたいと考えて

います。ぜひ、ごったくの展示スペースに足を運んでみてください。

第４回

十日町産業フェスタ2010　ごったく展示スペース
「次の十日町市の特産品はコレだ！」

◆日時：23日・24日両日とも　①正午〜　②午後３時〜の各２回

◆会場：クロス10　バザール広場

◆内容：特産品候補の無料試食会（各回１商品、100食提供予定）

※試食品の内容は変更になる場合があります

※各商品とも無くなり次第終了となります。食べられない場合がありますのでご了承ください

※アンケートを実施しますのでご協力ください

※詳しくは、10月22日㈮の新聞折り込みチラシをご覧ください

次
の
十
日
町
市
の

　
　

特
産
品
は
コ
レ
だ
！

有
名
人
に
会
う
た
め
の
一
歩
は

エ
キ
ス
ト
ラ
登
録
か
ら
？

　梵天丸なすは果実が丸形で浅漬け用の小なすとして栽培

されるのが主流ですが、市内では１個70 〜 80ｇ程度の中

大果実として栽培しています。中山間地では強い風も吹か

ないため、傷がなく、良質な梵天丸なすが生産されます。

土壌分析により、必要な肥料だけを施肥し、２ｍの丈まで

伸びた元気ななすは１本で約150個の果実を実らせます。

皮が柔らかく、果肉がち密なので、なす本来の味が楽しめ

ます。少し大きく育てるからこそ味わえる梵天丸の新しい

おいしさです。

〈収穫時期〉６月〜10月

〈おいしい食べ方〉

　煮びたし、油味噌、肉みそ炒め、マーボーなすなど

●問合せ　農林課農業企画係　☎757-3120

　
ブ
ナ
の
森
に
は
、
フ
ジ
ミ
ド
リ
シ
ジ

ミ
と
い
う
宝
石
の
よ
う
な
チ
ョ
ウ
が
い

ま
す
。
こ
の
フ
ジ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
は
、

チ
ョ
ウ
が
好
き
な
人
に
と
っ
て
は
あ
こ

が
れ
の
チ
ョ
ウ
で
す
。
フ
ジ
ミ
ド
リ
シ

ジ
ミ
が
含
ま
れ
る
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
類

は
、
日
本
に
25
種
い
ま
す
。
こ
の
仲
間

は
、
金
緑
色
に
輝
く
チ
ョ
ウ
が
多
く
、

そ
の
美
し
さ
か
ら
こ
の
仲
間
の
チ
ョ
ウ

は
「
森
の
宝
石
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
の
仲
間
の
多
く

は
、
主
に
ミ
ズ
ナ
ラ
や
コ
ナ
ラ
を
食
草

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
フ
ジ
ミ
ド

リ
シ
ジ
ミ
は
、
ブ
ナ
・
イ
ヌ
ブ
ナ
の
み

を
食
草
と
し
て
い
て
ブ
ナ
林
に
依
存
し

て
い
ま
す
。
ブ
ナ
を
食
草
と
す
る
チ
ョ

ウ
は
本
種
だ
け
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
チ
ョ
ウ
は
ブ
ナ
林
の
象
徴
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
チ
ョ
ウ
は
、
羽
を
広
げ
て
も
２

㎝
く
ら
い
の
小
さ
な
チ
ョ
ウ
で
す
。
き

ら
き
ら
と
水
色
に
輝
か
せ
て
舞
う
姿
は

ま
る
で
ス
パ
ン
コ
ー
ル
の
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
キ
ョ
ロ
ロ
で
は
、
三
年
前
か

ら
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
チ
ョ
ウ
の

調
査
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で

フ
ジ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
を
発
見
し
ま
し

た
。
こ
の
チ
ョ
ウ
は
、
市
の
木
に
指
定

さ
れ
て
い
る
ブ
ナ
に
関
わ
る
昆
虫
の
一

つ
と
し
て
大
切
に
し
た
い
宝
物
「
だ
い

じ
ん
が
�
」
で
す
。

　■
問
合
せ
　
キ
�
ロ
ロ
　

　
　
　
　
　
☎
５
９
５

｜

８
３
１
１ No.2
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ナ
ヘ
ビ
（
カ
ナ
ヘ
ビ
科
）
と
い
う
日
本

固
有
の
爬は

ち
ゅ
う
る
い

虫
類
で
、
よ
く
似
て
い
る
ニ

ホ
ン
ト
カ
ゲ
（
ト
カ
ゲ
科
）
と
は
厳
密

に
は
全
く
別
も
の
で
す
。
足
が
速
く
て

チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
走
り
回
り
、
よ
く
稲は

架せ

に
掛
け
た
稲
の
中
に
入
り
込
ん
で
、

危
う
く
脱
穀
機
に
か
け
ら
れ
そ
う
に
な

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

　

長
い
尾
は
切
れ
や
す
く
、
切
れ
た
尾

が
生
き
て
い
る
よ
う
に
動
き
回
り
、
敵

の
関
心
が
そ
ち
ら
に
向
い
て
い
る
う
ち

に
逃
げ
て
し
ま
う
の
は
ト
カ
ゲ
と
同

じ
。
よ
く
政
界
で
﹁
ト
カ
ゲ
の
し
っ
ぽ

切
り
﹂
と
い
わ
れ
る
の
は
こ
れ
に
よ
り

ま
す
。
切
れ
た
尾
は
じ
き
に
再
生
さ
れ

る
の
で
、
連
中
に
と
っ
て
は
平
気
な
の

で
す
。

　
　
　
　
（
文
と
写
真　

高
橋
八
十
八
）

　

何
の
卵
だ
と
思
い
ま
す
か
？
こ
れ
は

松
代
で
﹁
カ
ナ
キ
ッ
チ
ョ
﹂
と
呼
ば
れ

て
い
る
カ
ナ
ヘ
ビ
の
卵
で
す
。
畑
の
隅

っ
こ
の
草
む
ら
に
産

み
落
と
し
て
あ
り
ま

し
た
。
大
き
さ
は
小

指
の
先
く
ら
い
で
、

真
っ
白
で
弾
力
が
あ

る
の
で
簡
単
に
は
割

れ
ま
せ
ん
。
カ
ナ
ヘ

ビ
は
１
年
に
３
回
く

ら
い
産
卵
し
、
１
回
に
３
〜
５
個
産
む

の
で
、
写
真
の
主
は
多
産
系
の
メ
ス
だ

っ
た
よ
う
で
す
。

　

カ
ナ
ヘ
ビ
は
、
正
式
に
は
ニ
ホ
ン
カ

　国道353号沿い、夏になると200

メートルにわたって赤や白、ピンク

の大輪の花を咲かせるフヨウの花壇

が通行者を楽しませます。この通

りを管理しているのは、“清津会”

という通り山の集落グループです。

20年来の同団体は結成当初、50 〜

60代の男性で旅行などを楽しむ会だったそうです。

それが今では、集落センターの雪おろしや花壇の管

理を行っています。「仕事がひと段落して、地域の

活動をすることが楽しくなってきたからじゃないか

な」と話すのは、同会の上原茂さん（57歳）。家族

や親せきが帰ってくるお盆前、ちょうど満開を迎え

るフヨウの草刈は必須だそうです。「隣の集落の境

目までフヨウの花壇

を延ばしたい」と花

壇の先を見つめる目

には、その光景が映

し出されているよう

でした。

　
９
月
30
日
㈭
、
国
道
２
５
３
号
（
太

平
地
内
）
で
、
甲か
っ

冑ち
�
うを

着
た
武
士
と
松

代
保
育
園
児
が
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
に
合
わ
せ
て
、
十
日
町
地
区
交

通
安
全
協
会
松
代
支
部
が
交
通
指
導
所

を
開
設
し
た
も
の
で
す
。

　
道
路
脇
で
ひ
と
き
わ
目
立
っ
て
い
る

甲
冑
と
陣
羽
織
は
、「
越
後
ま
つ
だ
い

冬
の
陣
」
で
使
用
さ
れ
る
も
の
。
同
支

部
、
十
日
町
警
察
署
員
、
市
職
員
の
３

人
が
甲
冑
姿
に
、
同
支
部
女
性
部
の
３

人
が
陣
羽
織
姿
に
な
り
注
目
を
集
め
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
、
手
作
り
の
し
お

り
を
運
転
手
へ
手
渡
し
な
が
ら
、「
事

故
に
気
を
つ
け
て
ね
」
と
元
気
に
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
草
村
園

長
は
、「
み
ん
な
か
わ
い
い
ト
ン
ボ
の

し
お
り
を
張
り
切
っ
て
作
っ
て
い
ま
し

た
。
運
転
手
へ
手
渡
し
、
声
を
か
け
、

良
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
、

支
部
長
の
高
橋
多
一
郎
さ
ん
（
61
歳
）

は
、「
こ
れ
か
ら
暗
く
な
る
の
が
早
く

な
り
ま
す
が
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な

く
す
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　特色ある教育活動支援事業として、中

学１年生を対象に「和装教育事業」が始

まりました。この事業は、郷土に愛着と

誇りを持つ生徒の育成を図ることを目的

とし、十日町織物工業協同組合へ委託し

たものです。９月21日㈫、第１回が松

代中学校で行われ、１年生22人が十日

町織物の歴史や基本的な知識を学びまし

た。着付けを体験した生徒たちは、「初

めて着物を着ました。重くて動きにくい

けど、普段着ることがないので良い経験

ができました」といつもとは違う着物姿

に少し照れた表情で話していました。

着物文化を学ぶ

武
士
と
園
児
が
交
通
安
全
Ｐ
Ｒ

　
年
に
一
度
、
中
里
地
域
の
消
防
団
員

が
集
ま
り
、
災
害
の
備
え
を
確
認
す
る

十
日
町
市
消
防
団
中
里
方
面
隊
消
防
演

習
。
ま
た
、
地
区
の
皆
さ
ん
が
火
災
へ

の
対
応
方
法
や
応
急
手
当
な
ど
を
学
ぶ

こ
と
で
、
防
災
意
識
を
高
め
る
中
里
地

域
防
災
訓
練
。
今
年
は
９
月
19
日
㈰
に

行
わ
れ
、
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
消
防
演
習
で
は
、
厳
し
い
訓
練
の

成
果
を
発
揮
し
、
分
列
行
進
や
水
出
し

ポ
ン
プ
操
法
な
ど
を
実
施
。
ポ
ン
プ
操

法
で
は
、
ホ
ー
ス
を
か
つ
い
だ
団
員
が

会
場
の
中
里
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
宮
中
ダ
ム

側
か
ら
反
対
側
ま
で
速
や
か
に
駆
け
抜

け
、
合
図
と
と
も
に
取
水
・
放
水
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
防
災
訓
練
で
は
、

地
区
の
皆
さ
ん
が
消
火
器
の
使
い
方
を

学
び
、
濃
煙
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
濃

煙
体
験
で
は
、
訓
練
用
の
煙
が
充
満
し

た
装
置
の
中
に
入
り
、
煙
に
よ
っ
て
視

界
が
悪
く
な
り
方
角
を
見
失
う
こ
と

や
、
呼
吸
が
し
づ
ら
く
な
る
こ
と
な
ど

を
体
験
し
ま
し
た
。
事
実
、
火
災
で
は

煙
を
吸
い
込
ん
で
亡
く
な
る
人
が
多
い

そ
う
で
す
。

　
中
里
地
域
の
今
年
の
火
災
発
生
件
数

は
０
件
。
こ
れ
も
、
日
ご
ろ
の
消
防
団

員
３
２
４
人
の
訓
練
や
地
区
の
皆
さ
ん

の
心
が
け
の
表
れ
で
し
ょ
う
。
冬
を
迎

え
る
前
に
、
火
の
元
の
確
認
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

高
め
よ
う
！
中
里
の
防
災
力

中
里
方
面
隊
消
防
演
習
・
防
災
訓
練

水圧がかかる筒先をつかむ手に力が入ります

音楽×温泉＝“音泉”で地域おこし
音泉inせとぐち

　音楽の持つ“力”と温泉の持つ“癒
いや

し”を結

びつけ、温泉街の活気につなげようというイベ

ント「音泉inせとぐち」が、９月22日㈬、清

津峡温泉せとぐちで開催され、沖縄県西表島出

身の“南
みなみ

ぬ風
かじぴとぅ

人まーちゃんバンド”がライブを

行いました。企画をしたのは市内の20 〜 30代

が集う“和心プロジェクト”。ライブの中では、

同バンドが三線などを奏で、伝統芸能エイサー

の勇壮な舞いと共に沖縄民謡や自作の歌を披

露。会場に一時の沖縄の風をもたらし、観客を

楽しませていました。

心も躍るようなライブで会場が一体になりました
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健康支援課成人保健係
TEL757-9764

夢中で遊んでいっしょに感動
◯64

問合せ

64

　
弟
が
二
人
い
る
こ
と
も
あ
り
、
小
さ
な
こ
ろ
か

ら
子
ど
も
が
好
き
で
し
た
。
保
育
士
に
な
っ
て
ま

だ
1
年
半
、
か
わ
い
く
て
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の

パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
、
無
我
夢
中
の
毎
日
で
す
。

　
園
で
の
仕
事
は
楽
し
く
、
子
ど
も
た
ち
と
う
れ

し
さ
、
楽
し
さ
、
感
動
を
分
か
ち
合
え
る
の
が
最

高
の
喜
び
で
す
。
た
と
え
ば
、
園
庭
に
あ
る
お
城

の
よ
う
な
遊
具
を
て
っ
ぺ
ん
ま
で
登
り
き
れ
た
と

き
、
昨
日
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
た
瞬

間
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
と
の
日
々
は
感
動
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
自
分
も
う
れ
し
く

て
、
思
わ
ず
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
す
ね
。

　
休
日
は
、
友
だ
ち
と
車
で
出
か
け
た
り
、
社
会

人
野
球
チ
ー
ム
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
友
人
や
先
輩
、
そ
し
て
子
ど

も
た
ち
に
囲
ま
れ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

矢口　文代 さん
1988年生

十日町幼児園勤務

先月の小野智司さんからのバトンタッチ。

木村　　観
　　　　ちゃん

きむら　かんちゃん
平成20年12月16日生まれ
錦町１　　　

　はたらくくるまが大好きなかんちゃんは、ママと
自転車で消防署や工事現場に行って、はたらくく
るまめぐりをします。なかよしランドの運動会で
は、踊ったり走ったり、元気いっぱい楽しみました。

阿部　瑞奈花
　　　　ちゃん

あべ　みなはちゃん
平成19年３月17日生まれ
高田町３東　　　（写真左）

　弟のたけるちゃんや近所のお友だちと外で遊
ぶのが好きなみなはちゃん。最近は黄色いうさ
ぎのぬいぐるみがお気に入りで、いつもいっしょ
です。夏は大好きなプールにたくさん行きました。

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
が
ん
検
診
を
受
け
な
い
人
の
中

に
は
「
気
に
な
る
症
状
が
出
た
ら

病
院
へ
行
く
」
と
考
え
る
人
が
多

い
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
平
成
17

～
21
年
度
に
胃
が

ん
が
見
つ
か
っ
た

人
を
調
べ
て
み
る

と
、問
診
票
の
「
自

覚
症
状
」
で
「
気

に
な
る
症
状
が
な

い
」
と
答
え
た
人

の
割
合
は
10
人
中

９
人
で
し
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
検

診
で
胃
が
ん
の
見

つ
か
る
人
の
ほ
と

◎
自
覚
症
状
が
な
い
と
き
か
ら
受
診

◎
早
期
発
見
が
大
切
で
す

　
検
診
を
繰
り
返
し
受
け
て
い
る

人
は
、
早
期
が
ん
の
段
階
で
発
見

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
早
期

が
ん
は
軽
い
治
療
で
済
み
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
治
り
ま
す
。

　
が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め

に
は
、
職
場
や
市
の
検
診
な
ど
の

機
会
を
と
ら
え
て
が
ん
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◎
市
の
検
診
申
込
み
受
付

　
市
で
は
、
検
診
最
終
日
ま
で
随

時
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
（
大
腸
が
ん
検
診
は
検
便
が
必

要
な
た
め
、
11
月
12
日
㈮
ま
で
）。

　
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
が
、
検
診
に

よ
っ
て
は
集
団
検
診
が
不
適
当
な

既
往
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
か
か
り
つ
け
医
で
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
職
場
や
医
療
機
関
等
で
の
受
診

機
会
の
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
市
の
検

診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
受
診
の
お
す
す
め
間
隔

　
次
の
受
診
間
隔
を
目
安
に
、
が

ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん

検診種類 最終検診日 対象者

胃がん検診 11月16日㈫ 40歳以上

大腸がん検診 11月16日㈫ 40歳以上

乳がん検診 10月29日㈮ 40歳以上

子宮頸がん検診 10月29日㈮ 20歳以上

　
検
診
は
年
１
回

○
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
は
２

　
年
に
１
回

ん
ど
は
、
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。

自覚症状あり（８％）
（腹痛食後・腹痛無関係・もたれ・胸やけ・体重減少）

自覚症状なし（92％）

平成17～21年度胃がん発見者の自覚症状（66人）
0 20 40 60 80 100

（％）

　秋は絶好の行楽シーズン。市と観光協会では、

民間事業者などと連携して秋の観光キャンペー

ンを行っています。その一例を紹介します。

〈へぎそばを活用〉

◆へぎそば・生そば食べ歩き周遊チケット

　市内17のそば店で特製小盛そば（500円）の

食べ歩きが楽しめるチケットを販売します。（各

店舗・十日町駅西口案内所・観光協会など）

期日：10月１日㈮～ 12月19日㈰

料金：1,000円（２枚）、1,800円（４枚）

◆そば王国 越後十日町「地そば」まつり

　妻有地域の15のそば店などがキナーレに集

結。各店こだわりのそばを食べ比べできます。

日時：11月６日㈯・７日㈰

　　　午前10時〜午後３時

料金：入場無料、小盛そば１杯300円 

秋の観光キャンペーン
〈バスなどを活用〉　

　首都圏などから訪れる観光客から、気軽に市

内を観光してもらえるよう、交通機関などと連

携したキャンペーンを行っています。

◆募集型バスツアー

・十日町名産「へぎそば」と日本三大○○を存

分に楽しむ旅（日帰り／越後湯沢駅発着）

・十日町のおいしい食「米・酒・そば」まるご

と体感ツアー（日帰り／越後湯沢駅発着）

・飯山線で行く、いやしの里で美人になろうツ

アー（１泊２日／長野駅発・越後湯沢駅着）

◆越後妻有のりおりパス

　大地の芸術祭作品や清津峡･美人林などを結

ぶ３コースのバスなどを利用できるお得なパス

ポートを十日町駅・まつだい駅などで販売。

期日：11月21日㈰までの土・日曜日、祝日

※乳がん・子宮がん検診は、昨年受診していない人が
　対象です
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電気自動車用充電器整備

木製ごみステーション設置

　環境保全と地域活性化を推進しているNPO法人、
Unuma環境技術研究所（湯沢町）が研究のために設計
した木製ゴミステーションキットが、このほど池之平と
高田町３南に設置されました。このゴミステーションは、
県の補助を受けて商品開発されたもので市内では初めて
の設置。大まかな部品を町内の皆さんが組み立て、１時
間ほどで設置しました。町内の皆さんは、「ゴミステー
ションとは思えないほど立派です。これからも大切に
使っていきたい」と口をそろえて話していました。

　小嶋屋本店駐車場に電気自動車用の充電ステーションが整備さ
れ、９月22日㈬報道陣に公開されました。設置されたのは三菱
自動車製iMiEVの場合、90分で80％充電できる中速充電器。こ
れは国や県の補助を受けて取り組んだもので、市内では初の設置
です。県内でも急速（中速）充電器は21年度末で６台しか設置
されていません。設置した小嶋屋社長の小林均さんは、「走行中
のCO2を排出しない電気自動車の課題は充電インフラの整備で
す。そこで環境にやさしい社会の手助けになればと思い充電器を
整備しました。充電器は無料で利用できます。充電の合間にお店
を利用して、市内を観光してほしいです」と話しました。

　

９
月
21
日
㈫
〜
30
日
㈭
、
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
、
市
内
で
も
関

連
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。。
千
手
郵
便

局
前
で
は
21
日
㈫
の
夕
方
、
十
日
町
地
区

交
通
安
全
協
会
と
十
日
町
警
察
署
の
協
力

を
得
て
、
啓
発
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

活
動
で
は
交
通
指
導
所
を
開
設
し
、
運
転

手
一
人
ひ
と
り
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

て
〝
ナ
シ
〟
を
配
布
。
秋
の
味
覚
と
交
通

事
故
を
〝
ナ
シ
〟（
無
し
）
に
掛
け
て
ユ
ー

モ
ラ
ス
に
交
通
安
全
を
訴
え
ま
し
た
。

〝
ナ
シ
〟
を
配
っ
て
交
通
事
故
無
し

わ
ん
わ
ん
運
動
会

　
in
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

　
愛
犬
と
い
っ
し
ょ
に
、
か
け
っ

こ
や
イ
ス
取
り
ゲ
ー
ム
な
ど
で

楽
し
く
運
動
し
ま
せ
ん
か
。
●
日

時
＝
10
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
受
付
開
始
９
時
）
※
小

雨
決
行
●
参
加
費
＝
犬
1
頭
に
つ

き
１
、
０
０
０
円
●
会
場
＝
ベ
ル

ナ
テ
ィ
オ
特
設
芝
生
広
場
●
問
合

せ
＝
十
日
町
保
健
所
衛
生
環
境
課

（
☎
７
５
７
―
２
７
０
７
）

で
す
。
●
日
時
・
内
容
＝
▼
10
月

19
日
㈫
午
前
10
時
〜
11
時

：

脳
ト

レ
・
リ
ズ
ム
体
操
▼
11
月
９
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時

：

親
子
de
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

●
会
場
＝
吉
田
中
学
校
体
育
館
●

対
象
＝
吉
田
地
区
在
住
の
４
〜
５

歳
児
と
そ
の
家
族
●
参
加
費
＝
無

料
●
持
ち
物
＝
水
筒
・
タ
オ
ル
●

問
合
せ
＝
吉
田
公
民
館
（
☎
７
５

２
―
２
８
７
４
）

さ
れ
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月
31
日

㈰
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
●

会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
●
内
容
＝
エ
コ

商
品
や
環
境
関
連
製
品
の
展
示
販

売
、
不
用
品
代
理
販
売
会
、
布
ぞ

う
り
教
室
（
午
前
９
時
30
分
・
午

後
１
時
の
２
回
で
各
回
先
着
15
人

※
事
前
申
込
み
）、
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
（
先

着
30
人
※
当
日
申
込
み
）
ほ
か
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
環
境
衛
生
課

（
☎
７
５
２
―
３
９
２
４
）

環
境
講
演
会

　
世
界
の
環
境
の
現
状
や
先
進
的

な
取
り
組
み
な
ど
を
、
映
像
を
使

っ
て
分
か
り
や
す
く
話
し
ま
す
。

参
加
者
は
十
日
町
市
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
５
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
20
日
㈬
午
後
６
時

30
分
〜
８
時
●
会
場
＝
情
報
館
●

入
場
料
＝
無
料
●
講
師
＝
高
野
孝

子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
エ
コ
プ
ラ
ス
代

表
理
事
）
●
テ
ー
マ
＝
「
地
球
、

北
か
ら
南
か
ら

：

旅
が
教
え
て
く

れ
る
こ
と
」
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
環
境
衛
生
課
（
☎
７
５
２
―
３

９
２
４
）

松
代
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
講
演
会

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
朝
の
随
想
」
な
ど
で

田
川
・
晒
川
流
域
懇
談
会

　
県
で
は
、
晒
川
ダ
ム
を
含
め
た

田
川
・
晒
川
流
域
の
治
水
対
策
と

利
水
に
つ
い
て
検
証
検
討
を
行
い

ま
す
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
流
域

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
く
た
め
懇

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
●
日
時
＝

10
月
26
日
㈫
午
後
３
時
〜
５
時

（
受
付
開
始
２
時
45
分
）
●
会
場

＝
市
役
所
本
庁
●
定
員
＝
先
着
20

人
●
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
振
興

局
地
域
整
備
部
計
画
調
整
課
（
☎

７
５
７
―
５
４
０
８
）

中
越
大
震
災
６
周
年

10
・
23
の
つ
ど
い

　
神
経
系
の
発
達
が
著
し
い
幼
児

期
に
、
楽
し
く
運
動
能
力
を
伸

ば
す
新
し
い
形
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
犠
牲
者
へ
の
追
悼
と
復
興
へ
の

思
い
を
共
有
し
、
支
援
へ
の
感

謝
の
思
い
と
震
災
の
教
訓
を
全
国

へ
発
信
し
ま
す
。
●
日
時
＝
10
月

23
日
㈯
午
前
11
時
30
分
〜
（
約
40

分
）
●
会
場
＝
な
が
お
か
市
民
防

災
セ
ン
タ
ー
屋
根
付
き
広
場
（
長

岡
市
）
※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
な
い

た
め
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
●
問
合
せ
＝
防
災
安

全
課
（
☎
７
５
７
―
３
１
９
７
）

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時
＝
10
月
27
日
㈬
午
後
６
時

ち
び
っ
子
た
い
そ
う
教
室

in
吉
田

環
境
フ
ェ
ア

　
環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
商
品
や

最
先
端
の
環
境
関
連
製
品
が
展
示

●
期
日
・
会
場
＝
①
10
月
31
日

㈰

：

松
代
総
合
セ
ン
タ
ー
②
11
月

21
日
㈰

：

松
之
山
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
●
時
間
＝
午
前
９
時
〜
正

午
●
定
員
＝
各
回
先
着
30
人
●
参

加
費
＝
１
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

※
実
技
が
中
心
で
す
の
で
、
動
き

や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
①
10
月

25
日
㈪
②
11
月
15
日
㈪
ま
で
に
十

日
町
地
域
消
防
本
部
警
防
課
救
急

係
（
☎
７
５
７
―
１
５
５
８
）

普
通
救
命
講
習
会

炭
焼
き
体
験

　
窯
か
ら
の
炭
出
し
を
11
月
14
日

㈰
に
行
い
、
で
き
た
炭
や
木
酢
は

参
加
者
に
配
布
し
ま
す
。
●
日
時

＝
11
月
7
日
㈰
午
前
9
時
〜
午
後

４
時
●
集
合
場
所
＝
市
役
所
本
庁

前
（
作
業
場
所
は
二
ツ
屋
地
内
）

●
対
象
＝
小
学
生
以
上
（
小
学
生

は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）
●
参

加
費
＝
無
料
●
定
員
＝
先
着
30
人

●
持
ち
物
＝
昼
食
、
飲
み
物
、
敷

物
、
軍
手
、
雨
具
※
作
業
で
き
る

服
装
（
長
そ
で
、
長
ズ
ボ
ン
、
長

靴
な
ど
）
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
22
日

㈮
ま
で
に
環
境
衛
生
課
（
☎
７
５

２
―
３
９
２
４
）

人
気
の
講
師
に
よ
る
講
演
会
で

す
。
●
日
時
＝
10
月
19
日
㈫
午
後

2
時
55
分
〜
（
約
80
分
）
●
入
場

料
＝
無
料
●
定
員
＝
先
着
１
０
０

人
●
講
師
＝
大
西
金
吾
さ
ん
（
㈳

新
潟
県
労
働
衛
生
医
学
協
会
常

務
理
事
）
●
テ
ー
マ
＝
「
若
者
よ

夢
を
持
っ
て
生
き
よ
う
！
」
●
申

込
み
締
切
り
＝
10
月
15
日
㈮
正
午

【
雪
穂
祭
】
３
年
に
一
度
の
文
化

祭
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
●

期
日
＝
10
月
23
日
㈯
●
会
場
・
申

込
み
・
問
合
せ
＝
松
代
高
校
（
☎

５
９
７
―
２
０
６
４
）　

十
日
町
市
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

対
象
事
業

十
日
町
市
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

対
象
事
業

十
日
町
市
エ
コ
ポ
イ
ン
ト

対
象
事
業
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日
㈬
ま
で
に
市
観
光
協
会
中
里
支

部
（
☎
７
６
３
―
３
１
６
８
）

　
介
護
の
不
安
や
疑
問
解
消
の
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
介
護
技
術
の

指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
●
日
時

三
好
園
じ
ょ
ん
の
び
祭

●
日
時
＝
10
月
30
日
㈯
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
●
会
場
＝
下
条
三
好

園
・
み
よ
し
台
●
内
容
＝
作
品
展

示
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
●
問
合

せ
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
三
好

園
（
☎
７
５
６
―
２
１
０
６
）

家
族
介
護
教
室
・
介
護
者
交
流
事
業

介
護
な
ん
で
も
相
談
・
交
流
会

【
湯
の
里
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
in
松
之
山
】
●
日
時
＝
10

月
30
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜
（
受

付
開
始
９
時
）
●
集
合
場
所
＝
松

之
山
温
泉
入
口
駐
車
場
●
参
加
費

＝
大
人
２
、
０
０
０
円
、
小
学
生

以
下
１
、
０
０
０
円
●
コ
ー
ス
＝

温
泉
街
湯
の
森
コ
ー
ス
（
約
２
時

間
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月

28
日
㈭
ま
で
に
吉
田
Ｃ
Ｃ
ネ
ッ
ト

事
務
局
（
吉
田
公
民
館
内
☎
７
５

2
―
２
8
７
４
）【
ノ
ル
デ
ィ
ッ

ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
体
験
in
ベ
ル
ナ

テ
ィ
オ
】
約
５
㎞
を
歩
き
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
21
日
㈭
・
11
月
３

日
（
文
化
の
日
）・
５
日
㈮
午
前

９
時
〜
正
午
●
集
合
場
所
＝
ベ
ル

ナ
テ
ィ
オ
「
森
の
ホ
ー
ル
」
●
参

加
費
＝
１
、
３
０
０
円
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
（
☎
７

５
８
―
４
８
８
８
）

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　「
１
０
０
円
商
店
街
」
で
、
Ｔ

紅
葉
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
ツ
ア
ー

〜
当
間
山
を
歩
こ
う
〜

　
紅
葉
の
ブ
ナ
林
を
歩
き
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
向
け
の
コ
ー
ス
で
す
。

●
日
時
＝
10
月
24
日
㈰
午
前
８
時

30
分
〜
●
集
合
場
所
＝
清
津
峡
ホ

テ
ル
せ
と
ぐ
ち
●
参
加
費
＝
大
人

１
、
０
０
０
円
、
小
学
生
以
下
５

０
０
円
●
定
員
＝
先
着
20
人
●
持

ち
物
＝
昼
食
、
雨
具
、
着
替
え
な

ど
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
10
月
20

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
●
期
日
＝
10
月
27
日
㈬
・

28
日
㈭
（
１
泊
２
日
）
●
対
象
＝

20
歳
以
上
●
行
き
先
＝
東
京
・
横

浜
方
面
●
参
加
費
＝
４
０
、
０
０

０
円
（
宿
泊
代
、
交
通
費
、
保
険

料
な
ど
）
●
定
員
＝
20
人
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
体
力
づ
く

り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―

３
３
４
３
）

食
欲
の
秋
と
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
!!

ツ
ア
ー

Ｔ
Ｏ
Ｐ
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド

大
福
引
会

●
日
時
＝
10
月
23
日
㈯
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分
●
会
場

＝
厚
生
連
中
条
病
院
、
介
護
老
人

保
健
施
設
き
た
は
ら
●
内
容
＝
よ

さ
こ
い
、
講
演
「
が
ん
と
喫
煙
」、

歌
謡
シ
ョ
ー
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

模
擬
店
な
ど
●
問
合
せ
＝
中
条
病

院
（
☎
７
５
7
―
３
０
１
８
）

地
域
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア

病
院
祭

30
分
〜
●
会
場
＝
情
報
館
●
入
場

料
＝
無
料
●
講
師
＝
山
下
正
廣
さ

ん
（
山
下
メ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
）
●
テ
ー
マ
＝
「
働
く
人
の

こ
こ
ろ
と
身
体
の
健
康
プ
ラ
ン
」

●
問
合
せ
＝
十
日
町
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
２
―

７
０
０
５
）

＝
10
月
29
日
㈮
午
後
１
時
15
分
〜

3
時
●
参
加
費
＝
無
料
●
持
ち
物

＝
内
履
き
●
会
場
・
申
込
み
・
問

合
せ
＝
10
月
21
日
㈭
ま
で
に
介
護

老
人
保
健
施
設
き
た
は
ら
（
☎
７

５
２
―
７
０
４
０
）

　
Ｊ
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
第

30
節
対
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
戦
（
自

由
席
）
に
ご
招
待
し
ま
す
。
ク
ラ

ブ
の
最
新
情
報
は
、
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
11
月

14
日
㈰
午
後
７
時
30
分
試
合
開
始

●
会
場
＝
東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ

ン
ス
タ
ジ
ア
ム
（
新
潟
市
）
●
応

募
条
件
＝
市
内
在
住
者
●
募
集
人

キ
ナ
ー
レ
秋
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

　
衣
類
や
雑
貨
、
手
作
り
ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
、
自
分
の
お
店
を
出

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
10

月
31
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
出
店
料
＝
１
区
画
５
０
０
円

　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
技
術
者

を
育
成
す
る
講
習
会
で
す
。
●
期

日
・
会
場
＝
▼
11
月
15
日
㈪

：

長

岡
市
立
劇
場
（
長
岡
市
）
▼
11
月

26
日
㈮

：

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推

進
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
）
●
時
間

＝
午
前
９
時
20
分
〜
午
後
４
時
40

分
●
対
象
＝
建
築
士
法
に
基
づ
く

建
築
士
●
受
講
料
＝
２
、
０
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
が
別
途
必
要
）

●
定
員
＝
各
会
場
１
０
０
人
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
㈳
新
潟
県
建
築

士
会
（
☎
０
２
５
―
３
７
８
―
５

６
６
６
）
※
申
込
み
用
紙
は
都
市

計
画
課
建
築
住
宅
係
に
も
用
意
し

て
あ
り
ま
す

木
造
住
宅
耐
震
診
断
講
習
会

古
道
松
之
山
街
道

紅
葉
ハ
イ
キ
ン
グ

　
歩
行
距
離
は
約
7
㎞
で
、
ガ
イ

ド
が
案
内
し
ま
す
。
●
日
時
＝
11

月
7
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

２
時
30
分
●
参
加
費
＝
１
、
０
０

０
円
※
ま
つ
だ
い
芝
峠
温
泉
で
の

入
浴
希
望
者
は
５
０
０
円
が
別
途

必
要
●
定
員
＝
先
着
15
人
●
コ
ー

ス
＝
ま
つ
だ
い
駅
〜
熊
越
山
〜
松

之
山
街
道
〜
犬
伏
城
趾
〜
犬
伏
炭

坑
跡
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
ま
つ

だ
い
歩
こ
う
会
・
若
月
（
☎
５
９

テ
ー
ジ
演
芸
、
軽
食
販
売
な
ど
●

問
合
せ
＝
み
つ
ば
祭
事
務
局
（
な

ご
み
の
家
内
☎
７
５
２
―
５
２
１

２
）

塚
原
町
三
福
祉
施
設
合
同
文
化
祭

み
つ
ば
祭

●
日
時
＝
10
月
23
日
㈯
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
30
分
●
会
場
＝
エ

ン
ゼ
ル
妻
有
、
十
日
町
市
身
体
障

が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
な
ご
み

の
家
●
内
容
＝
各
施
設
利
用
者
の

作
品
展
示
、
授
産
製
品
販
売
、
ス

Ｏ
Ｐ
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
大
福
引
き

会
を
行
い
ま
す
。
併
せ
て
入
会
手

続
き
も
実
施
し
ま
す
。
●
日
時
＝

10
月
23
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午
●

会
場
＝
本
町
３
丁
目
（
桃
林
堂
隣
）

●
対
象
＝
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
を
提

示
し
た
人
、
入
会
手
続
き
を
し
た

人
●
問
合
せ
＝
十
日
町
商
工
会
議

所
（
☎
７
５
７
―
５
１
１
１
）

（
机
・
い
す
付
き
１
、
０
０
０
円
）

●
会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ

ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待

数
＝
２
０
０
人
●
応
募
方
法
＝
往

復
は
が
き
に
①
11
月
14
日
神
戸
②

住
所
③
氏
名
・
年
齢
④
電
話
番
号

⑤
チ
ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数
（
３
枚

ま
で
）
⑥
後
援
会
資
料
請
求
す
る
・

し
な
い
を
記
載
し
、
返
信
用
表
面

に
返
信
先
住
所
・
氏
名
を
記
入
し

て
送
付
（
１
世
帯
に
つ
き
１
通
限

り
）
※
可
否
は
11
月
５
日
㈮
ご
ろ

に
返
信
用
は
が
き
で
通
知
●
応

募
・
問
合
せ
＝
10
月
29
日
㈮
（
必

着
）
ま
で
に
、
〒
９
５
０
―
０
９

５
４
新
潟
市
中
央
区
美
咲
町
２
―

１
―
10
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後

援
会
「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係
（
☎

０
２
５
―
２
８
２
―
０
０
１
１
）

中里地域　みんなで来ねかの？大収穫祭！

●日　時　10月24日㈰午前９時〜正午

●会　場　ゆくら妻有　　　　　　　　　　　

●内　容　利き酒、もちつき大会、太鼓、豪華

　　　　　景品が当たるお米ゲーム

●問合せ　ゆくら妻有　☎763-2944

｜  第11回 ゆくら収穫祭 ｜

●日　時　10月30日㈯・31日㈰

　　　　　午前10時〜午後３時

●会　場　清津峡温泉せとぐち（西田尻）　　

●内　容　低農薬米やはぜかけ米などこだわり

　　　　　の新米試食・販売、あんぼ作り体験

●問合せ　百
ひゃくしょういっき

笑壱喜　☎763-2431

｜  なかさとの米・唎
き

き飯 ｜

｜  なじょだの市 ｜

●日　時　10月31日㈰午前９時〜正午

●会　場　ラピーヌ雪街道　　　　

●内　容　清津川の清流野菜や新米の販売

●問合せ　中里支所農林建設課　☎763-2510

●日　時　10月31日㈰午前10時〜午後３時

●会　場　ミオンなかさと　　　

●内　容　地元野菜の販売、ぬか釜の実演

●問合せ　中里支所農林建設課　☎763-2510

｜  貝野の野菜市 ｜

●日　時　11月３日（文化の日）午前９時〜正午

●会　場　大村建設倉庫前（国道353号沿い）

●内　容　地元のおじいちゃんが作った野菜販売

●問合せ　中里支所農林建設課　☎763-2510

｜  釜川直産市 ｜

　山奥やほかの地域に生息していたク

マ・イノシシの生態系が変わり、市内

でも人里近くで行動形跡が多く見られ

るようになりました。

　一人での入山は避け、クマよけの鈴

やラジオなどで自分の所在を示すよう

心がけてください。クマやイノシシ、

その形跡を発見した

ときは、農林課へ連

絡してください。

●連絡・問合せ

　農林課

　☎757-9917

クマ・イノシシに注意

　市では、広く明るい玄関にするための改修

工事を行います。併せて１階トイレの段差を

なくし、ベビーベッドとベビーチェアを設置

します。工事期間中は正面玄関が使用できな

くなりますので、保健センターが出入り口と

なります。案内看板を設置しますので、ご理

解とご協力をお願いします。

　なお、市役所本庁に貸し出し用ベビーカー

（１か月〜２歳児用）１台を設置しましたの

でご利用ください。

●工事期間　10月下旬〜12月下旬

●問合せ　財政課　☎757-9114

７
―
２
４
５
４
）

22市報とおかまち　平成22年10月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成22年10月10日号23

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です

市役所本庁舎
正面玄関を改修します



▼
皆
さ
ん
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
が
、
着
物

の
生
産
地
に
住
ん
で
い
な
が
ら
、
普
段
あ

ま
り
着
物
を
着
る
機
会
は
な
い
と
思
い
ま

す
。（
上
）
は
成
人
式
で
着
た
く
ら
い
で

す
。
そ
の
と
き
は
、
帯
を
ぎ
ゅ
っ
と
締
め

る
と
気
持
ち
も
引
き
締
ま
る
よ
う
な
感
覚

で
、
背
筋
も
伸
び
、
身
長
ま
で
伸
び
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
着
物
に
つ
い
て

子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ

れ
た
和
装
教
育
事
業
。
第
１
回
目
の
松
代

中
学
校
に
お
じ
ゃ
ま
し
て
き
ま
し
た
。
生

徒
７
人
と
担
任
の
先
生
が
着
物
を
着
て
い

ま
し
た
が
、
先
生
が
一
番
喜
ん
で
い
た
よ

う
で
し
た
。
着
る
の
も
動
く
の
も
何
か
と

大
変
で
す
が
、
そ
れ
で
も
特
別
な
日
に
着

物
を
着
る
の
は
、
や
は
り
着
物
に
そ
れ
以

上
の
魅
力
が
あ
る
か

ら
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

▼
厚
生
労
働
省
の
最
近
の
発
表
に
よ
る

と
、
女
性
の
平
均
寿
命
は
86
・
44
歳
、
男

性
の
平
均
寿
命
は
79
・
59
歳
だ
そ
う
で

す
。
先
日
（
ふ
）
は
、
初
め
て
人
間
ド
ッ

ク
を
受
診
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
大
き
な

病
気
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
体

の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
ガ
タ
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
不
摂
生
を
悔
み
つ
つ
、
あ
ら
た
め

て
健
康
を
心
に
誓
い
ま
し
た
。

▼
１
０
０
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
自
分
の
健
康
状
態

と
照
ら
し
て
み
る
と
、
１
０
０
歳
を
迎
え

る
こ
と
が
い
か
に
大
変
な
こ
と
で
、
日
々

健
康
に
気
を
遣
わ
れ
て
き
た
か
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。
１
０
０
歳
を
迎
え
、さ
ら
に「
こ

れ
か
ら
も
社
会
の
た
め
に
」
と
お
っ
し
ゃ

る
皆
さ
ん
の
姿
勢
に
心
か
ら
敬
意
を
払
う

と
と
も
に
、
人
生
こ

う
あ
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

(ふ) (上)

　
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
求

人
・
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
4
日
㈭
午
後
２
時

〜
４
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
問

合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

（
☎
７
５
７
―
２
４
０
７
）

障
が
い
者
求
人
・
就
職
相
談
会

困
り
ご
と
相
談
会

　
10
月
18
日
㈪
〜
24
日
㈰
は
行
政

相
談
週
間
で
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

市
で
は
定
期
的
に
行
っ
て
い
る
行

政
相
談
・
無
料
法
律
相
談
に
人
権

相
談
を
加
え
た
「
困
り
ご
と
相
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
10
月
21
日

㈭
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
法
律

相
談
は
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２

時
30
分
※
要
予
約
）
●
会
場
＝
中

央
公
民
館
※
21
日
は
市
役
所
で
の

定
期
無
料
法
律
相
談
は
お
休
み
し

キ
ナ
ー
レ
臨
時
休
館

　
機
械
設
備
定
期
点
検
の
た
め
、

10
月
27
日
㈬
・
28
日
㈭
は
全
館

臨
時
休
館
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
※

エ
フ
エ
ム
と
お
か
ま
ち
は
営
業
し

て
い
ま
す
●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
期
間
＝
10
月
12
日
㈫
〜
25

日
㈪
※
申
込
み
条
件
の
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
都
市
計
画
課
建
築

住
宅
係
（
☎
７
５
７
―
９
９
３
５
）

地域 物　　　件 間 取 り 家賃（月） 募集戸数

十
日
町

谷内丑住宅
（世帯用）

昭和59・平成元年度建築
鉄筋コンクリート３階建

６帖２室、
4.5帖１室、DK

16,800円　　
〜26,800円

２戸

松
　
代

善宗塚住宅
（世帯用）

昭和52年度建築
簡易造３階建

６帖１室、
4.5帖２室、DK

12,000円　　
〜17,900円

１戸

ハイツちとせ
（世帯用）

平成14年度建築
木造高床３階建

８帖１室、
６帖１室、LDK

50,000円 １戸

松
之
山

湯山団地
（世帯用）

平成10年度建築
木造高床３階建

８帖１室、
６帖２室、DK

50,000円 １戸

松之山第２住宅
（世帯用）

平成８年度建築
木造高床３階建

６帖２室、
4.5帖１室、DK

38,000円 １戸

　
10
月
20
日
㈬
は
眼
科
が
休
診
と

な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
十

日
町
病
院
経
営
課
（
☎
７
５
７
―

５
５
６
６
）

　
県
で
は
、
育
児
・
介
護
休
業
制

度
の
定
着
と
積
極
的
な
取
得
促

進
の
た
め
、
育
児
ま
た
は
介
護
休

業
を
取
得
す
る
人
や
、
勤
務
時
間

の
短
縮
制
度
を
利
用
し
な
が
ら
育

児
・
介
護
を
行
う
人
に
、
休
業
中

ま
た
は
短
縮
制
度
利
用
中
の
生

活
資
金
を
低
利
で
融
資
し
て
い
ま

す
。
●
融
資
額
＝
１
０
０
万
円
以

内
●
金
利
＝
１
・
５
％
（
固
定
）

働
く
人
の
出
産
・
育
児
・

介
護
に
関
す
る
貸
付
金

知
っ
て
い
ま
す
か
？

「
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
」

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
の

適
切
な
対
処
に
つ
い
て

　
建
築
物
に
は
、
耐
火
被
覆
材
と

し
て
、
吹
き
付
け
石
綿
や
、
屋

根
材
、
壁
材
、
天
上
材
と
し
て
石

綿
を
含
む
セ
メ
ン
ト
を
板
状
に
固

め
た
ス
レ
ー
ト
ボ
ー
ド
な
ど
が
使

用
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
解
体
作
業
を
行
う
時
は
、
石

十
日
町
病
院
眼
科
臨
時
休
診

　
建
設
産
業
で
は
、
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
基
づ
き
、
再
生
資
材
と

し
て
利
用
で
き
る
特
定
の
建
設
廃

棄
物
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
木
材
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
な
ど
）
の
分
別
と

リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
ま
す
。
公
共
工
事
に
限
ら

ず
、
一
般
家
屋
の
解
体
な
ど
の
際

に
は
、
業
者
に
適
切
な
廃
棄
処
理

を
促
す
な
ど
、
建
設
リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
北
陸

地
方
建
設
副
産
物
対
策
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
☎
０
２
５
―
２
８
０

綿
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

事
前
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
見
や
す
い
場
所
に
掲
示
す
る
こ

と
が
法
令
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
解
体
工
事
を
行
う
業
者
は
、

こ
う
し
た
法
令
を
守
り
、
石
綿
の

飛
散
防
止
の
た
め
の
適
切
な
対
処

を
お
願
い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝

新
潟
労
働
局
安
全
衛
生
課
（
☎
０

２
５
―
２
３
４
―
５
９
２
３
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
県
産
業
労

働
観
光
部
労
政
雇
用
課
（
☎
０
２

５
―
２
８
０
―
５
２
６
０
）
ま
た

は
最
寄
り
の
労
働
金
庫 　中小企業者が、市制度融資及び新

潟県セーフティネット資金などの借

り入れを受けた際に、新潟県信用保

証協会の保証を付けた場合、市が保

証料の一部を補給しています。

　緊急経済対策として、平成20年

12月から平成22年９月末までを期

間とし、保証料補給率を50％から

75％に拡充していましたが、拡充

期間を平成23年３月31日㈭まで延

長します。

●問合せ

　産業振興課　☎757-3139

新潟県信用保証協会
保証料補給率拡充期間を

延長します

振り込め詐欺に注意！！
〜疑って！まずは確認！振り込まない！〜

　8月〜9月にかけて、十日町警察署管内で連続して３件の振り込め詐欺被害が発生し、被害総額は

約200万円でした。今年の上半期は発生件数ゼロに押えていましたが、昨年１年間の発生件数（計３

件173万円）と並んでしまいました。また、８月末現在、県内では計53件総額6,630万円の振り込め

詐欺被害が発生し、はがきによる架空請求や、警察官・金融庁職員・銀行員などを装って電話をかけ、

自宅を訪問してキャッシュカードをだまし取り、現金を引き出すという手口が増加しています。

　被害にあわないために、次のことに注意しましょう。

■電話の相手が「携帯電話番号が変わった」「風邪で声が変わった」と言ったら要注意！詐欺の可能

　性があります。

■家族しか知らない合い言葉で、必ず本人確認をしましょう。

■必ず本来の携帯電話番号に電話をかけて確認しましょう。

■一人で振り込まず、家族や金融機関職員などに相談しましょう。

■見知らぬ人に通帳やキャッシュカードを預けないでください。

■警察官や金融庁職員、銀行員が暗証番号を尋ねることは絶対にありません。

●問合せ　十日町警察署生活安全課　☎752-0110

寄付ありがとう
9月25日届出分まで（敬称略）

●とおかまち応援寄附金へ＝上

原貞俊（稲荷町１）廣田民

一（田中）関口充（埼玉県

朝霞市）酒井法律事務所（東

京都港区）

●交通遺児等援助基金へ＝上町

俄（19,654円）

●情報館へ＝庭野勇吉（高田

町３西）井口敬子（伊達４）

五十嵐鉄司（会沢）大島康

広（水野町）ホープ歯科ク

リニック（寿町２）岩井譲（神

奈川県相模原市）

●博物館へ＝福原健一（新座３）

若山好子（稲荷町３南）

　収穫の秋を迎え、毎年この時期に多発するのが柿の木からの

転落事故です。

　柿の木の枝は、ほかの木に比べてとても折れやすく、雨など

で濡れると滑りやすいなどの特徴があります。墜落による「高

エネルギー外傷」は、高さや落下地点の状況にもよりますが、

重大なけがをする危険が高く、注意が必要です。

　はしごは必ず固定し、高所での

作業は一人で行わないようにして

ください。安全に収穫して、実り

の秋を楽しみましょう。

●問合せ：十日町地域メディカル

コントロール協議会事務局（十

日町地域消防本部警防課救急係

内）☎757-0119

柿の木からの転落事故にご注意を！
ま
す
●
予
約
・
問
合
せ
＝
市
民
生

活
課
市
民
年
金
係
（
☎
７
５
７
―

３
１
１
６
）

―
８
８
８
０
）

（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）
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お知らせ・ガイド
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お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



　
大
好
き
　
ほ
く
ほ
く
線

柳　拓
たくろう

郎さん（５年）

　ぼくは、ほくほく線が大好きです。

将来は、ほくほく線の運転手になり

たいです。花や線路の石を一つ一つ

ていねいにぬりました。

　
あ
き
ら
め
る
も
の
か
！

小島　賢
けん

吾
ご

さん（４年）

　マラソン大会で、ライバルときそ
い合ったところをはん画にしまし
た。「負けないぞ！」という感じが
出るように、ていねいに彫りました。

う
ん
ど
う
会
で
玉
入
れ
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
か
き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
人
を
か
く
の
が
た
い
へ
ん

で
し
た
が
、
体
そ
う
ぎ
を
上
手
に

ぬ
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

若
月
　
楓ふ
う

華か

さ
ん
（
２
年
）

　たのしかった玉入れ

　
ふ
ん
水
の
女
王

佐藤　花
か の ん

音さん（４年）

　お出かけした先で見たふん水がと
てもきれいだったので、思い出して
作りました。テープをくふうして水
が出ている感じを出しました。

　
毎
日
通
る
伊
沢
橋

小島　璃
り き と

希斗さん（６年）
　いつも通学路から見ている伊沢橋がとても好きなので描きました。田んぼに遠近感をつけるのがむずかしかったです。

　
や
き
と
り
屋
さ
ん

小島　日
ひゅうが

向さん（３年）

　冬のおまつりで見た、やきとり屋さ

んを作りました。後ろにある小屋は、

愛犬の犬ごやです。ジュースの箱やビ

ンのふたをくふうして使いました。

■ 人　口  60,219人（－53）  男  29,426人（－27）  女  30,793人（－26）
■ 世帯数  20,056世帯（－12） ９月末現在（　）は前月からの増減市民の動き
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孟
地
小
学
校
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